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ボ イ ド Ｋ． パ ッ カ ー

少 し前 の こ と， あ る大 新 聞 の 宗 教 欄 担 当記者 が 総 大 会 を訪 れ た 。彼 は大 会 の雰 囲気

を味 わ うた め にや って来 たの で あ る。

開 会 の前 に， 私 た ち は タバ ナ クル の廊 下 へ 出 る と， そ こは 人 で 一杯 で あ った 。彼 は

廊 下 の近 くに座 っ て い る質 素 な服 装 を した中 年 の 人 に気 が つ い て ，話 しか け た 。 そ の
・・ 人 は ウエ ス ト ・コー ス トか ら来 た改 宗 者 で あ った。 彼 は副 監 督 で あ り， 以 前 ， 例 の記

者 が 所 属 す る同 じ教 会 の 会員 で あ った。

次 の よ うな イ ン タ ビ ュ ーが 行 な わ れ た 。
「教 会 の 会 員 にな って どの くらい に な りま す か 。」

「約 ８年 に な ります
。」

「宣 教 師 に 出会 って す ぐに教 会 に入 りま した か 。」

「い い え
， 私 が 教 会 に入 る まで 数 週 間 か か りま した 。」 それ か ら に っ こ り笑 って つ け

加 え た 。「私 は性 急 な の は き らい な の で す 。」
「教 会 の 大管 長 は予 言 者 で あ る と言 って い ます が ， 本 当で す か 」 と記 者 は尋 ね た。

「え え
， そ うで す。 聖 典 中 の予 言 者 と全 く同 じよ う に， 大 管 長 は 神 の 予言 者 で す 」

「あ なた は教 会 の 奉仕 に対 して報 酬 を受 け て い ます か 」

「え え
， も ち ろん で す。 金 銭 で は な く， 祝 福 の形 で た くさ んい ただ い て い ま す 。什 分

の一 の原 則 は ， 受 け た 恵 み の お返 し と して， 支 払 う こ とを 求 めて い る よ うに 思 わ れ ま

す 」

記 者 は その イ ン タ ビ ュ ー に満 足 して去 って行 っ た。 それ か らす ぐに， 別 な質 問 を 思

い つ い て もど って 来 た。 「で も， な ぜ 什 分 の 一 を 払 うの で す か」

そ の善 良 な兄 弟 は非 常 に ま じめな 顔 に な り感 動 に あ ふれ るま な ざ しで ， 静 か に答 え

た。 「従 順 で す 。」
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１８６９年１１月２８日日曜 日のタ

ベ，ライオ ン・ハ ウスの応接

間にてブ リガム ・ヤングが

自分 の娘たちをも って 「リ

トレンチ メン ト協 会」 を組

織 した。後 に この協会が Ｙ

Ｗ Ｍ ＩＡ とな った。美 しい

油絵 はデール ・キルバー ン

画伯 によ るもので，ブ リガ

ム ・ヤングが 自分の娘た ち

にその協会の必要 性を説い

て いる場面であ る。 （本文

３９４ペー ジ参照）
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な るべ し

大管 長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

典には次のように記 されている。 「………主にあって聖

は，男なしには女はない し，女なしに男はない。」（１

コリン ト １１：１１）

男も女も，それぞれに定めた目標を超えることはめったに

ない。女 の生活は，ひじょうに多くのよいもの，美 しいもの

に満ちてはいるが，男の世界と女の世界を正確に区別するこ

とはできない。この二つは切 り離す ことのできないものだか

らである。一般に，男女は同じ関心，希望，抱負を持ってお

り一方の成功または失敗は，他方の成功または失敗である。

男女はお互いの喜びを分かち合い，重荷を背負い，成功に

向って共に働 く。重ねて言 うが，女の領域，男の領域などと

いう区別は存在 しないのである。ただ一つの領域だけがあっ

て，その中でそれぞれが，望ましい行 く末に達するために努

力を重ねている。男女の領域は際限のないものである。

しか しなが ら，創造主が男と女を造 られた時，体質，性質

また活動の分野においても，性においても，は、っきりと相違

をおかれた。男炉生来与えられたものにその生涯を捧げ，女

〈予言 者 の ことば〉

が最 も得意 とするものに最善の努力をする時，人生における

至上の美 と最大の調和とが得 られる。

人類にとっての最高の幸福と善とを自ら得 ることのできる

女性の領域か ら，もし強いられることがなければ，ぬけ出し

たいと願 う女性が，今日の社会および経済状態に誘惑されて

いることは深 く考えさせ られる問題である。

女性は聡明で清 らかなものでなければな らない。女性は生

命の泉であり，そこか ら人類の流れがあふれ出る。その流れ

をタバ コ，有害な薬，胎児を害する病菌によってけがす女性

は，その性に不忠実なものであり，人類の力と永続を妨げる

敵である。

今日の世界に最も必要なものの一つは，聡明で誠実な母性

である。人類の福祉と幸福に貢献する大切な諸徳を教えるこ

とを，家庭にこそ求めなければな らない。

母性は人生の善にも悪にも，非常に大きな潜在的影響力を

持っている。母親のイメージはおさな児のまだ書かれていな

いページに最初に しるされるものである。初めて安心感に目

覚めるのは母親の愛撫であり，母親の接吻に初めて愛情を認

識 し，母親のあわれみとやさしさを知 って世の中に確かに愛

のあることを覚えるのである。

成長期の少年が父親を模範 とし，英雄として，次第に芽ば

える望みのうちに男 らしい特性を伸ばす時が来ることは確か

であるが，外見的には母親のより温和な，やさしい特性を受

けついでい くように思われる。

しか し，幼年期の最初の数年間に植えつけられた常に指示

を与え，抑制する力が，あたかも花に芳香があるのと同 じよ

うにはっきりと，子供に残って，その思想と記憶の中に浸透

している。

小さな赤児や幼児の生活を結び，型作っている影響力とい

う小さな絆があって，それは青少年が習慣という鎖や綱によ

って拘束 されるようになり始めるまで続 くのである。

これ ら小 さな絆を子供たちの生活に投げ入れる力は，家庭，

遊び場，学校，学友，社会なのである。

世の法律 も，神により啓示された言葉 も一致 して，清い束

縛のない誕生だけでなく，信仰ある正 しい生活をするよう子
の ゼ

ド

供 たちを訓練する責任を，父母の上に課 している。彼 らは，

「……その子供八才の時，悔改め，生ける神の子キリス トの

信仰，バプテスマと按手による聖霊の賜などの教義を教えて

理解せ しめ」るよう教えられており，教訓 と模範においてこ

れをないが しろにするものに対 して次のように言っている。

「罪その両親の頭に留るべ し」（教義 と聖約 ６８：２５）

人生とは，男と女が文字通り協力 して行なう仕事であり，

それぞれが主の戒めを守 り，御意を行なうよう努力すること

が理想なのである。
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「偉窓雑 ご㌔撚 灘 鋸 １変驚 責

である。はつ らつとした人生の中で，彼はわれわれほとんど

がのがす音を聞く耳と見る目を備えている」 といわれていま

す。デビド ０．マッケィ大管長についても，他の偉大な人

々と同様 に，あるいはそれ以上にそう言 うことができるで し

ょう。

ビジョンの明瞭 さ，知性の明敏さ，見識の広さ，知恵の深

さにおいて，デビド ０．マッケィは，他の追従を許 しませ

ん。詩人，哲学者，予言者 も，彼の知力を越えることはあり

ません。彼は，それらの人々の思想を時間と実際に労苦を費

して記憶の中にとどあておられます。彼の鋭い知覚力，高貴

な人格，寛大な心は，行為に現われ，精練され，ためされ，

そうすることにより博識 と愛が一体 となった知恵を作 り上げ
’ま した

。友人の次の言葉は，彼をよく物語っています。 「私

は人に与えま した。与えて，与えて……そしてついにそれは

私のものとなったのです」

マ ッケィ大管長は何を一番心にかけておられるので しょう

か。何を強調 してお られるので しょうか。彼が人々に教えた

こと，導 きと恵みを施す業にたずさわっている彼が人々に教

え られたことを思い起 こして下 さい。私は，そのいくつかを

あげてみたいと思います。

神 とキ リス トに対す る信仰……キリス トのような入格……

自己を捨てて愛に生きること……徳高い確信に満ちた生活，

清廉で健全な生活……高貴な霊……鍛練された精神……美 し

いもの，精神を高揚させるものの修練……思慮深い交際とよ
１い結婚

，家族の一致 家族の祈 り……神聖な家庭……女性，

母親への尊敬の念……模範 とすべき男 らしさ……両親と継承

物を敬 う気持……いんぎん，立派な作法，気品……勤勉，献

身的な奉仕……真の愛国心，祖国愛……全ての会員は宣教師

であること……神の賜に関する教え。

何 と見事にマッケ・イ大管長はその理想を適用 し，発展させ

生活の精神をその中に吹き込んだことで しょう。ただ言葉で

述べ るよりも，私 自身の経験か らこれ らについてお話 しした

いと思います。

ある朝，マッケィ大管長は神殿で，一般大会を準備するた

あ断食 と祈 りをもって集った兄弟たち全員に対 し，穏やかに

兄弟たちを見まわ した後，話をされました。非常に簡単な言

擬 したので，以前に，そのことを考えたことのある人がい

るかも知れません。が しか し大管長が述べ られたようなこと

を考えた人はいないと思います。私は，彼を見て，その言葉

を聞いた時の心の高まりを忘れません （彼の言葉を，つたな

い私のロか ら言わなければならないで しょうか。 しか し，私
６

は彼の言葉を全部覚えているつもりです）彼はこう言われま

した。 「今朝われわれは，主の指示を待つために体を清あ，

聖い衣をづけ，心を備え，霊をおだやかに保っています」

これは，幽すべての人にとって，日々の生活を送 るためのよ

い模範ではないで しょうか。

彼の考察には誤りがありません。礼儀 もそうです。最近私

はマ ッケィ大管長の事務所で，彼 と話す機会がありました。

私が入っていった時，彼はいつものように，机の前に座 って

お られま した。彼は，体が弱っていて，気分があまりす ぐれ

ないようで した。 このような場合，他の人でしたら，訪問客

にあいさつをするため，わざわざ体を起 こそうなどと考えも 、

しないで しょう。 しかし私は歓迎の拳いさつを述 べ る た め

に，体を起 こそうと懸命になっておられるマ ッケ ィ大管長

を，押 しとどめてあげなければなりませんでした。

この優 しい彼の心づかいに触れて，私は涙を禁 じえません

で した。

私はまた，他の日のことを思い出します。それは私が この

召 しを受けたばかりのころで，私はその時，プライマリーの

大会で，’話を依頼されました。その日のために，時間をあけ

てお くように計画 して，開会の話を引き受けましたが，ちょ

うど同じ時間に，神殿で兄弟たちの大会前の集まりに出席す

るよう招待をうけたので，すっかり困ってしまいました。こ

の会は，いつもよりは少 し早 く開かれるごとになっていまし

た。婦人たちがこのことを知 った時には，プログラムはすで

にでき上がって，印刷されていましたので，彼女 らはプログ

ラムを変更することは困難だと考えました。

マッケイ大管長がわずかな時間席をはず してお られ る 間

に，私は１数名の人々に尋ねたところ，彼 らは一様に，プライ

マ リーでの責任はあっても，神殿の集会・に出席することが私

の義務であると結論を下 しました。そこで残念ながらも，私

はそうするように準備 しま した。

マッケイ大管長が席に戻 られた時に，私は折をみて，プラ

イマ リーと長老たちの集会に，同時に出席 しなければならな

い状態を彼に話 しま した。彼は即座に答えて，依頼されたザ

ライマ リー大会に出席 しなければならないと言われましたの

で，私はそのように決心して，その旨をプライマリー関係者

に報告 しま した。

大会の当口，神殿でマッケィ大管長は最初に立ち上がって

参加 した兄弟全員に，私がプライマリーで責任が与えられて

いることを発表し，それか ら，皆が一緒になるという神聖な目

的のために，私のような明らかに彼 らの中では最も小さな存

在の者でも会の全部に出席できるように取 り計 らって下さい

ま した。そこで私はプラ詫マリーの責任を無事果たす ことが
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できました。 これは小さなことか も知れませんが，私にとっ

てはそう思えませんでした。あのような状況のもとであれほ

どまでに思いや りと，優 しさを持つことのできる人が他にい

るかどうかを，疑問にも思い， ここに記す次第です。

面接 といいますと，他の人々は質聞か訊問のように思うか

も知れません。正直な人なら，時々，問われた質問の意味や

面接者の態度に憤然 として，解け合えないよそよそ しさを感

じることがあります。

マッケィ大管長 との面接で，すばらしいと思 うことの一つ

は経験 したことのある人なら誰でもわかるとおり，面接の間

中，両の目と耳をもって，心からめ関心をしめし全神経を集

中されることです。私は大管長との重大な面接を決 して忘れ

ることができません。その内容の一つ一つを公然と挙げるこ

とは，適当だとは題いませんし，また今 ここでそうするつも

りもありませんが，彼の質問の本質というものを，そ して人

々に問われた，この人のスピリットを，ありのままに書 き留

めようと思います。それは，卒直で熱のこもった面 接 で し

た。私たちは，お互いに質問を交 しました。彼は，私か ら聞

こうとすることを，次のように質問されました。 （彼の質問

の本質に注意 して下 さい）

「あなたは，家族に対 して，申し分なく忠実ですか ？」
「家庭外に何か不当な難儀，あるいはそれに類 したことがあ

りますか ？」 「あなたには何か解決できない問題があります

か ？」このような恵み深 く，おだやかな，礼儀正 しい質問に

憤りを覚えたり，偽った答えをす る人がいるで しょうか。

ほかの二つの出来事では，神がこの偉大な人にお授けにな

られた全きと健全と霊感を，明 らかに知ることができました。

私は，クリスマス直前にベ トナムへ向けて出発する予定で

した。私は，戦場で働いている教会の人々へのメッセージを

もらうために，マッケイ大管長か ら簡単な面接を受けま した。

彼は，私の計画や，この派遣にかける期待についての話を熱

心に聞かれ，私が思 っていたよりも長い時間，共に話す機会
’がありま した

。彼は，私の旅行が，ちょうどクリスマスの休

暇にかかるたあ，家族 と離れて過 ごさなければならない，と

いうことを知っても，おもしろいことに，私に，何の憐みも

同情も示されませんで した。彼が言 ったことは， 「旅行でき

るとは，君 にとって，何 とすばらしい特権だろう／」という

ことで した。

面接が済んだ時に，彼は大 きな手をさし伸縛て，私のひざ

に軽 くおき，彼の召しの偉大 さと高まいな人生をよく表わす

話をされま した。 「私たちがここでかわす この愛を，彼 らに

伝えて下さい」。彼は 「私たちがここでかわす この愛を彼 ら

に伝えて下さい」と言われたのです。
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彼 が 言 わ れ たの は， 単 な る愛 の言 葉 で は な く，優 し さ と心

の 中 に秘 め られ た 感 情 の 美 しさで あ り，私 が そ うい う彼 の思

い を 理 解 して い た こ とを ，彼 は確 か に知 って い た はず です 。

人生 とは ，心 の 容 積 を 広 げ ，交 流 ， つ ま り愛 を わ か ち あ う こ

とに よ って， お互 い の きず な を強 あ て い く こ とな ので は な い

で し ょうか 。

労 働省 の あ るす ぐれ た官 吏 は 彼 の妻 と二人 の娘 を伴 って ，

デ ピ ド ０． マ ッケ ィ 大管 長 と面 接 す る機 会 を得 ， 私 は幸 い

に も，彼 らと同席 す る こ とを許 され ま したが ， そ の人 は マ ッ

ケ イ 大 管 長 の 人 とな りを よ く言 い あ て ま した。 それ は， ま た

とな い 経験 で した 。 そ こに は， 笑 い とさ わや か な ユ ー モ アが

あ り，気 さ くな会 話 が交 さ れ， 時 に は非 常 に ま じあ な話 も し

な が ら３０分 余 りの 時 間 を過 ご しま した。

私 た ちみ ん な は ， そ の面 接 を楽 し く思 い ま した。 気 取 っ た

態度 や ， よそ よそ しさ， あ るい は， わ ざ と ら しさ は 全 く な ・

く， 素 朴 で， 暖 か く， 寛 大 な， 霊 感 に あふ れ た親 愛 感 が ， あ

た りに満 ちて い ま した。 部 屋 か ら出 た時 に は， こ の指 導 者 と

彼 の 家族 は涙 を流 して い ま した。 私 に， 国際 的 に有 名 な この

人 の ，興 味深 い言 葉 を 聞 き ま した 。「私 は， 王 や ， 統 治 者 に

会 った経 験 が あ ります 。 ま た多 くの 国で ， 多 くの 指 導 者 に も

会 い ま した。 しか しなが ら， あ の よ うな方 に， 会 った こ とは

あ りま せ ん。 今 の世 代 に， あ の よ うな人 間が うまれ て くるだ

ろ う とは ，私 に は とて も信 じ られ ませ ん ⊥

の ちに ，彼 は この声 明 を ， 市 の大 学 教 授 の 集 りで 繰 り返 し

述 べ ，彼 が会 っ て き た中 で 最 も偉 大 な人 間 の 近 くに住 ん で ，

良 い 影響 が受 け られ る こと の幸 せ を ， 彼 らに語 りま した 。

昔 の 予言 者 に つ い て 多 くの こ とが 語 られ ま したが ， デ ビ ド

０． マ ッケ ィ に 関 して も， 彼 ら と同 じ く， こ う言 うこ とが で

き るで し ょう。

「『彼 』 は主 の 道 を 歩 み
， 主 の命 令 を守 り， 義 しい 裁 判 を

した か ら… …」 （モ ー サ ヤ ２９＝４３）

「か れ らは ．『彼 』 を愛 す る情 が い よ い よ深 くな り
， 誰 よ り

も一 番 『彼 』 を敬 っ た」 （モ ー サ ヤ ２９：４０）

「『彼 』 は この よ う な 信 仰 を有 ち， 心 に これ を誇 りと して

い た 。 … …善 を行 う こ と， 民 を護 る こ と， 神 の命 令 を 守 る こ

と， ま た 罪悪 を防 ぐ こと に誇 りを感 じて い た。 私 は ま こ と に

ま こ と には っ き り と言 う。 も し過 去 の人 ， 現 在 の人 ， 将 来 の

人 が み な 「彼 」 の よ うな人 で あ るな らば， 地 獄 の 力 で さ え も

永 遠 に挫 か れ ， 悪 魔 は いつ まで も世 の 人 の心 を支 配 す る こ と

が で き ぬで あ ろ う」 （ア ル マ ４８：１６～ １７）



Ｙ Ｗ Ｍ ＩＡ

奉 仕 の 百
１ ８ ６ ９ － １ ９ ６ ９

年

大 管 長 会

１８６９年１１月２８日の安息日の夕方，他の集会がすべて済んだ

のち，ブリガム ・ヤング大管長は家族の女性たちを，ライオ

ン ・ハウス （彼の邸宅の名）のホールに集め，そこでリトレ

ンチメン ト （質素 ・倹約を重ん じる）協会を組織 しました。

これが現在のＹＷＭ ＩＡの前身とな りま した。

さて，今百年祭を祝 うに当た り，このようにＹＷＭ ＩＡが

たった一家庭の集会か ら始まり，現在では ６つの大陸に，ま

た海に散 らばる多 くの島の上に，そ して教会のあるところ全

域にわたり，何千 もの協会が組織されるまでに発展 したこと

は誠に感既深いものです。 この組織の霊的目的はその最初の

集会で表明されたように，家庭の良き霊的影響力を拡大 し，

各個人の証を強め，保持することです。

教会員は時々統計 とそれが示す力に驚かされます。このよ

うな統計 は組織の団結力を示 してくれますが， しか し大切な

のは各個人なのです。 どの人が どの人より大切であるという

ことではありません。統計に報告される数字は，惜 しみな く

働 き献身 した各個人の総合 した努力を示すのです。

教会の他の補助組織の指導者たちにも申し上げますが，Ｙ

ＷＭ ＩＡの役員 ・教師にも申し上げたい。あなた方の召 しは

常時遂行すべきものであって，一回レッスンをすれば次の週

まで しば らく休みというようなものではありません。一週 ７

日間毎日続いているのですから，あなた方が教会の他の集会

で，あるいはマーケットで，あるいはいかなる場所であれ，

ＹＷＭ ＩＡの仲間や彼女 らの家族の人たちに会 う時にも，役

員教師であることを忘れてはなりません。

若い女性の皆 さん，あなた方のＭ ＩＡの仕事は決 して週に

一回のクラスで終わるのではありません。Ｍ ＩＡで教えられ

る素晴らしい教えをあなた方の生活にとり入れなさい。Ｍ Ｉ

Ａで教えられてホる理想をとり入れて実践 している若い女性

を見分けるのは困難ではありません。彼女 らはいかなる集会

にあっても輝 く燈台のようです。

ＹＷＭ ＩＡも教会も，人生の好機 と試練に対 して不断の努

力を払い，霊的にも身体的にも，精神的にも，美的にも完全

な個人を完成するために組織されました。百年前に主がブリ

ガム ・ヤング大管長にお与えになった指示に，私たちは感謝

いたします。この百年間ひき続き，主は指導者と会員を力づ

け，また畢感を与えて下さいました。

Ｍ ＩＡの若い女性の皆さん，神様はいつも皆 さんのことを，

また皆さんの希望と抱負を，心にかけて下さっています。神

様はあなた方が正 しい望みをもって努力 し，成功することを

希望 しておられます。 この世の生活は試 しの時期であり，ま

た前世の大会議で私たちが進んで受け入れた計画に従って，

自由意志の大原則を行使 し，信仰をもって歩む時期でもあり

ます。その道は時には困難で しょう。 しか し主はいつもあな

た方の近 くにおちれ，あなた方の祈 りをお聞きになり，最善

の答えを与えて下さることでしょう。大まかに見て，あなた

方の問題は初期のＹＷＭ ＩＡの会員たち，またこれまで百年

間の会員たちが直面 してきた問題と余 り変っておりません。

ＹＷＭ ＩＡに属するすべての会員，教師，役員と共に，私

たちはこ６百年祭をお祝い申し上げます。私たちはいつなあ

なた方のことを覚えてお祈 りしております。私たちはまたあ

なた方を主の王国を地上に建設するために共に働 く仲間とし

て，心か ら歓迎いた します。

１９６８年 ３月１９日 ブリガム ・ヤング大学において，マ ッケ

イ大管長にエグゼンプラリー ・マンフッド・アワー ド （模範

的な男性に与えられる賞）が与え られた際のハンクス長老の

話か ら。

３９３



ＹＷ Ｍ ＩＡ百 年 の 歩 み

イ ン プ ル ー ブ メ ン ト ・エ ラ 副 編 集 長 エ リ ノ ア ・ ノ ー ル ズ

ドレス，お化粧の仕方，ヘヤー ・スタイルなどの極端な流

行を追っている今日の女性は，ＹＷＭ ＩＡの前身となった会

が組織された当時 もちょうど同 じ状態であったことを知 って

驚 くことで しょう。

あらゆる時代を通 して，美を求め，流行を追うのは女性一

特に１０代２０代の女性です。聖徒がソル ト・レーク盆地に到着

した初め頃，服装を控え目にすることは，家を建て，穀物を

育て，町を造るといったことが緊急に必要であったと同 じよ

うに，絶対に必要なことで した。生活が落ち着 くと，美 しい

着物を求める女性本来の欲望が頭をもたげ始めました。そし

て身なりに注意を払うようになりま した。

１８６９年は聖徒にとって記念すべき年で した。

その年の５月に大陸横断鉄道が完成されたか らです。このこ

とは多 くの点において大きな祝福でした。移庄者は今や暑く

てほこりっぽい平原を歩かなくとも，列車に乗って遠 くから

楽にやって くることができました。建設用材，農具，その他

の商品 も敏速にしかも安 く輸送できま した。

けれどもこうした便宜と共 に，女性の流行熱がやってきま

した。女性たちが，スカー トの後部をふ くらましたりするた

めの腰 当てあるいはひだ飾 り，刈上げ髪，その他いろいろな

縁飾 りなどについての流行の型をとり入れているのを見て，

ブリガム ・ヤング大管長は驚いて しまいま した。何か対策を

とらなければならない一 それには彼の家族が模範を示 し，

みんなを指導 しなければならないと大管長は考えました。

こうして１８６９年１１月２８日の日曜 日の夕方，ヤング大管長は

ライオン ・ハウス （彼の邸宅の名）の広間に入 り，礼拝のベ

ルを鳴らし家の女性たちを全員召集 しました。夕べの祈 りが

捧げ られた後，彼は家族に向かって次のように語 りました。
「全イスラエルの民は私の家族に注 目している。私の妻た

ち，子供たちの示す模範を見ている。それだか ら私は家族の

秩序 ・節約 ・勤勉 ・慈愛の習慣を向上 させるための会を組織

左 上 は １９３０年代 の ＹＷ Ｍ ｌＡス テ ー キ部 管 理 会 の 写 真 で あ

る。 右 上 は ＹＷ Ｍ ｌＡが組 織 さ れ た ライ オ ンハ ウ ス と ビー ハ

イ ブハ ウ ス。 撮 影 は １８６０年 代 。 右 下 は １８６０年 代 の レク リ ェー

シ ョン活 動 。

したいと考える。そしてまず第一に，服装，食事，さらに言

葉使いなどにおける行き過ぎを是正 して もらいたい。今や姉

妹たちが一致 して服装についての愚かさを捨て，控え目な衣

服を考案 し，温順な態度を身につけ，世間の人々が見習うだ

けの価値のある模範を示すべき時が来た。私は私の家族の者

たちが世の愚かな流行を互いに競って追い求めている様子に

うんざりしているものである。……

私たちはここに， リトレンチメント （質素，倹約を重んじ

る）協会を組織 したい。それにあなた方全員が加わ り，これ

までの愚かで罪深い服装 ・食事 ・言葉使いなどの行き過ぎ，

３９４



軽 々 しい考 え を止 め て も らい たい 。 良 くな い もの， 美 し くな

い もの， あ な た方 を 幸 福 に しない もの す べ て を 是正 し， そ の

結 果 この 世 に お い て も， ま た次 の世 に お いて も本 当 に幸 福 に

暮 せ る よ う に して ほ しい 。」

そ の 夜 そ こに ，教 会 の最 初 の女 性 の た め の組 織 で あ る扶 助

協会 の活 動 に熱 心 で あ り， か つ ま た有 能 な詩 人 で あ り著 述 家

で あ る エ ライ ザ Ｒ．ス ノー姉 妹 が い あ わせ ま した。 ヤ ン グ大

管 長 は彼 女 にそ の 新 しい 会 の 組織 を手 伝 っ て くれ るよ う頼 み

ま した。 そ の会 は 「リ トレ ンチ メ ン ト協 会青 年 女子 部 」 と名

付 け られ ま した。 （間 もな く 「Ｙ Ｗ リ トレンチ メ ン ト協 会」

と変 更 さ れ ま した） 役 員 は会 長 エ ラ ・ヤ ング ・エ ン ピー ，副

会長 と して エ ミリー ・ヤ ン グ ・クロ ー ソ ン， ジ ー ナ ・ヤ ング

ウ ィ リア ム， マ リア ・ヤ ン グ ・ ドゥガ ール ， キ ャ ロ ライ ン ・

ヤ ング， ドー ラ ・ヤ ン グ， フ ィー ビ ー ・ヤ ング な どの姉 妹 が

な り ま した 。

この 会 の こ とが た ち ま ち伝 わ りま した。 そ して 同 じよ うな

１８９６年のＹＷＭ ｌＡ会長会と関係者

会 が ソル ト ・レー ク盆 地 中 に た くさ ん組 織 され ま した 。 そ の

殆 ん どが エ ライ ザ Ｒ， ス ノー姉 妹 の指 導 の もと に発 会 しま

した 。 一 年 以 内 に ， オ グ デ ン， プ ロヴ ォ， ロ ー ガ ン， ブ リガ

ム市 ， バ ウ ン テ ィ フル ， あ るい は そ の他 の小 さ な町 や 村 に そ

う した会 が 次 々 に組 織 され ま した。

こ の 当時 の そ れ ぞ れ の 会 に は従 うべ き プ ロ グ ラ ム もな く，

ま っ た く自治 的 で した 。各 会 は それ ぞれ 独 自 の決 意 項 目を採

択 しま した。 け れ ど も普 通 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 が 彼 の

娘 た ち に提 案 した よ う な項 目を含 ん で い ま した。 一・方 計 画 案

や 方 針 案 は大 部 分 各 会 で 決 定 しま した。

１８７５年 青 年 男 子 相互 発達 協会 （ＹＭ Ｍ ＩＡ ） が 組 織 され ま

した。 ヤ ン グ大 管 長 は リ トレ ンチ メ ン ト協 会 とい う名 称 を こ

れ に な らっ て変 更 し， 青 年 女子 相 互 発 達 協会 とす るよ う提 案

しま した。 （初 め は Ｙｏｕｎｇ ＬａｄｉｅｓＭ ｕｔｕａｌＩｍｐｒｏｖｅｍ３ｎｔ

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ で あ っ たが １９３４年 に公式 に Ｙｏｕｎｇ Ｗ ｏｍｅｎ’ｓ

ＭｕｔｕａｌＩｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎと改 称 され た 。）

会 が 成 長 し拡 大 す る につ れ て ，方 針 案 を設 定 し各 単 位 の活

動 を調 整 す る ため に， 中央 管理 会 の必 要 性 が感 じ られ るよ う

に な りま した。 １８７８年 ソル ト ・レ ー ク ・ス テー キ部 に ス テ ー

キ部 管理 会 が初 あ て組 織 さ れ ま した。 そ して ひ き続 き同様 な

管 理 会 が そ の他 の ス テ ー キ部 で も組 織 され ま した。 これ らを

総 括 す る もの と して １８９０年 代 に， 「中央 管理 会」が 設 立 され ま

した。

組 織 の 発 展 はそ れ を指 導 す る人 た ちに負 う と ころが 多 い も

の で すが ， この こと は特 に ＹＷ Ｍ ＩＡ につ い て言 え る こ とで

す。 過 去 １００年 間 に ６人 の女 性 が 中 央 管 理 会 長 と して 務 め ま

した が， 彼 女 た ち はい ず れ も才 能 あ る力 強 い 指 導者 で した 。

１８８０年 ６月 に で き た最 初 の まだ 十 分 整 わ な い中 央 管 理 会 長

会 の役 員 に は ，会 長 と して エル ミナ ・シ ェパ ー ド ・テイ ラ ー

姉 妹 ，副 会長 と して マ ー ガ レ ッ ト ・Ｙ ・テイ ラ ー姉 妹 （ジ ョ

ン ・テ ・イラー大 管 長 夫 人 ） マ ーサ ・ホ ー ン ・テ ィ ンギ ー姉 妹

が な りま した。 最 初 の リ トレン チ メ ン ト協 会 の組 織 の 場 に 出

ＹＷ Ｍ ｌＡ主 催 活 動 。金 と緑 の 舞 踊 会 フ ロア ー シ ョウ， 春 の

歌 祭 ， ロー ドシ ョウ。

て い た ブ リガ ム ・ヤ ング 大管 長 の娘 の 一人 で あ るマ リア ・ヤ

ング ・ドゥガ ー ル姉 妹 が 後 に マ ー ガ レ ッ ト ・テ イ ラ ー姉 妹 の

後 を継 い で 副会 長 に 召 さ れ ま した 。

これ らの女 性 は馬 や 馬 車 に の っ て何 千 キ ロ も旅 行 し， 組 織

づ くりに ま た巡 回視 察 に と働 き ま した 。 テ イ ラ ー姉 妹 は １９０４

年 に亡 くな られ ， １９０５年 に副 会 長 マ ーサ ・ホ ー ン ・テ ィ ンギ

ー姉 妹 が中 央 管 理 会 長 に召 され ま した
。 そ して ， ル ース ・メ

イ ・フ ォ ッ クス姉 妹 とメ イ エ ・テ イ ラー ニ ス トロ ン姉 妹 （エ

ル ミナ ・テイ ラ ー姉 妹 の娘 さん） が副 会 長 に な りま した。

テ ィ ンギ ー姉 妹 は２２才 で 中央 管 理 会 長 会 に召 され ， １９２９年

解 任 され る まで 副 会 長 と して２５年 ， 会 長 と して２４年 ， 合 計 ４９

年 間 もＹＷ Ｍ ＩＡ 中 央 管 理 会 長 会 で 働 きま した 。 １９２９年 ３月

２８日ル ー ス ・メ イ ・フ ォ ック ス姉 妹 が 中 央 管 理 会長 と して 支

持 され ， 副 会長 と して ル ー シー ・グ ラ ン ト ・キ ャノ ン姉 妹 ，

ク ラ リ ッサ Ａ ． ビ ーズ リー姉 妹 が な りま した。 １１年 間 ＹＷ

Ｍ ＩＡ を 三 人 の有 能 な副 会 長 ， ヘ レン ・ス ペ ンサ ー ・ウ ィ リ
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ア ム姉 妹 ， バ ー ナ ・ライ ト ・ゴ ダー ド姉妹 ， ル ー シ

ー ・テ イ ラー ・ア ン ダ ー ソ ン姉妹 と共 に管 理 指 導 し

ま した。

１９４８年 ４月 バ ーサ Ｓ。 リー ダ ー姉 妹 が 中央 管 理

会 長 とな り， 副 会 長 に はエ ミ リー Ｈ ． ベ ネ ッ ト姉

妹 と ラル ー Ｃ． ロ ン グ デ ン姉 妹 が な りま した。 三

人 は１９６１年 ９月 ３０日解 任 され ，代 わ って ， フ ロ レ ン

ス Ｓ． ジ ャ コブ セ ン姉 妹 ， マ ー ガ レ ッ ト Ｒ。 ジ

ャ ック ソ ン姉 妹 ， ドロ シ ー Ｐ． ホ ル ト姉 妹 が新 会

長 会 と して支 持 され ま した 。

Ｍ ＩＡ が 若 い 人 を ひ きつ け， 成 長 した理 由 は そ の

プ ログ ラ ムが 固 定 的 で な い こ とに よ るで し ょ う。 プ ログ ラム

は青 年 の必 要 と興 味 に応 じて組 み 立 て られ， 時 代 の変 化 に適

応 す る よ うに 変 え られ て き ま した。

初期 の リ トレ ンチ メ ン ト協 会 は あ らゆ る年 代 の女 性 か ら構

成 され て い ま した が ， 区 別 す る ことが 望 ま しい と間 もな くわ

か って きた の で ， ジ ュニ ア部 と シ ニ ア部 に二 分 しま した 。 そ

れ 以 来 ，年 令 に よ る組 織 区分 は数 回変 更 され ま した。 た とえ

ば １０代 の 少女 を対 称 と して の夏 の活 動 計 画 を提 供 す るた めに

１９１３年 に組 織 され た ビー ハ イ ブ ・ク ラス は１４才 か ら１８才 まで

の 少女 の た め の プ ログ ラ ムに な りま した。 けれ ど も１９２０年代

の 後半 ， プ ログ ラ ムは ま た変 更 され ， １２～ １３才 の少女 も参 加

で き るよ うに な りま した。 一 方 上 級 ビ ーハ イブ ・ク ラス の 少

女 た ち （１６～ １７才 ） は ジ ュニ ア部 と して 組 織 され ， １８～ ２５才

の女 性 は グ リーナ ー （落 ち穂 を拾 う人 ） と して 編成 され ま し

た。

そ れ か らもた び た び ク ラス の再 編 成 が 行 なわ れ ， 今 日で は

４つ の ク ラス 区分 ， つ ま りビ ーハ イ ブ （１２～ １３才 ）， マ イ ア ・

グ レー ト ・ソ ル トレー ク の サ ル テ ィアで Ｍ ｌＡ活 動 と して遊

泳 中 の 会 員 達

『

藤欝

曳
琴

Ｌ
過 去 １００年 間 に お け る ６代 の ＹＷ Ｍ ｌＡ中 央 管理 会 会長 。 エ

ル ミナ Ｓ， テ イラ ー， マ ーサ ホ ー ン テ ィン ギー ，

メ イ ド （１４～ １５才 ）， ロー レル （１６～ １７才 ）， グ リー ナ ー （１８

才 以 上） と な っ て い ます 。 これ に付 け加 えて 成 人 は ヤ ング ・

マ リ ッ ド（若 い既 婚 者 ）・ク ラス か ミュー チ ャル ・ス タ デ ィー

の クラ ス に入 る こ と に な って い ま す 。 この両 ク ラ スで は ク ラ

ス の生 徒 の 興 味 に合 致 した 学課 を選 択 で き る こ とに な っ て い

’ます
。

中 央 管 理 会 は各 活 動 分 野 の専 門家 ，著 述 家 ， プ ログ ラ ムの

立 案 に才 能 あ る人 々な どか ら構 成 さ れ て い ま す。 それ と同 時

にＭ ＩＡ の た め に な る多 くの ア イ デ ィアが 提 案 さ れ て い ま

す 。 そ の 一 つ と して １２才 ～ ２５才 の女 性 を対 称 と して， ガ ール

ズ ・プ ログ ラ ムが あ り，今 や ＹＷ Ｍ ＩＡ の中 核 に な って い ま

す 。 リ トレ ン チ メ ン ト協 会 を組 織 す るに あ た り， ブ リガ ム ・

ヤ ング大 管長 は彼 の娘 た ち に この よ うに勧 告 しま した 。 「イ

ス ラ エル の若 い娘 た ち は真 理 に対 す る生 き た証 を 得 る必要 が

あ る。 私 の 娘 た ちが 自分 で福 音 の知 識 を得 るよ うに望 む 。」

各 ワ ー ド部 ， ス テ ーキ部 の 少女 た ち は初 め リ トレン チ メ ン ト

協 会 に加 入 して い ま した が， Ｍ ＩＡ が組 織 され る と それ に そ

の ま ま加 わ り ま した。 け れ ど も特 に故 郷 を離 れ て ど こか 他 の

地 で 就 職 した多 くの 少女 た ちはＭ ＩＡ に参 加 で き ませ んで し

た。

い くつ か の ス テ ーキ 部 で この 問題 を取 り上 げ， 卒 先 して こ

れ らの少 女 た ちの 所在 を つ き とめ， 教 会 か ら離 れ る こ との な

い よ う に計 画 を 立 て ま した 。 この よ うな ス テ ー キ部 と して ソ

ル ト ・レー ク市 の グ ラ ナイ ト ・ス テ ー キ部 が あ ります 。 そ し

て そ の ス テ ー キ部 の計 画 案 が後 に教 会 全 体 か ら採 用 され ま し

た 。 グ ラ ナイ ト ・ス テ ーキ 部 の ガー ル ズ ・プ ログ ラム の初 代

会 長 パ ー リ ・グ リー ン姉妹 は彼 女 の ス テ ー キ部 の困 難 な問 題

につ いて 次 の よ うに述 べ ま した 。

「１９４０年 に グ ラナ イ ト・ス テ ーキ部 で ガ ー ル ズ ・プ ログ ラム

が 始 め られ ま した 。 あ る一人 の女 性 が Ｐ．ドリ ニー ・ク ラ ー

ク第 一 副 ス テ ー キ部 長 に，教 会 で は ど う して男 の子 にば か り

多 くの関 心 を 払 い ，女 の子 に は 少 し も関 心 を払 って くれ な い

ので す か ， と質 問 した こ とが そ の きっ か け に な りま した。 ク

ラー ク第 一 副 ス テ ーキ 部 長 は この こ とを深 く考 え ま した。一彼

は そ の ス テ ー キ部 で は 男 の 子 の 方 が女 の子 よ り も教 会 に多 く
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ル ー ス メ イ フ ォ ッ ク ス ，ル ー シ イ グ ラ ン ト キ ャ ノ ン ，

バ ー サ Ｓ． リ ー ダ ー ， フ ロ ー レ ン ス Ｓ ． ジ ャ コ ブ セ ン

出席 して い るか ど うか 知 る た め に調 査 を しま した。 そ の結 果

驚 い た こ とに 男 の子 の 出席 数 の方 が 女 の 子 の 出席 数 を は るか

に上 回 って い た の で す 。」

補 助 組 織 の指 導者 た ちが 召集 され ， 一 定 の資 格 条 件 を満 た

した もの には 賞 を 与 え るよ うに して， 少 女 た ち の 日曜 学 校 ・

Ｍ ＩＡ ・聖 餐 式 へ の 出席 数 を高 め ，什 分 の一 を払 い， 清 い生

活 を し， 知 恵 の言 葉 を 守 る こ とを 奨励 す るた め の計 画 が 立 て

られ ， 実 行 に移 され ま した 。 そ の 結果 が 次 の よ うに表 われ ま

した。 す な わ ち， １９４１年 ６月 よ り１９４３年 １２月 ま で に， 日曜 学

校 へ の 少女 た ち の 出席 率 は４７％ か ら６５％ ， 聖餐 式 は２０％ か ら

４！％ ，什 分 の一 の支 払 は３２％ か ら７２％ ， 知 恵 の 言葉 の遵 守 は

８６９６か ら９１％ に高 ま りま した。

この グ ラ ナイ ト ・ス テー キ部 の ガ ール ズ ・プ ログ ラ ムが 成

功 した こ とか ら， この プ ログ ラ ムは １９４６年 に管 理 監 督 会 の 指

揮 の もと に， 教 会 全 体 の プ ログ ラ ム と して採 用 され る にい た

りま した。 １９５０年 ４月 の 総 大 会 で ガ ール ズ ・プ ログ ラム は正

式 に ＹＷ Ｍ ＩＡ に移 管 され ま した。 この プ ログ ラ ムが 実 施 さ

れ て １８年 た っ た今 ， １９５０年 と １９６８年 とを比 較 して見 ると，

登 録 者 数 ５０，４２５人 が １２８，７８７人 に， 参 加 ス テ ー キ部 １８０が ４８８

に， 聖 餐 式 へ の少 女 の 出席 率４７％ が ５６％ に ，Ｍ ＩＡ へ の 出席

率 ５９％ が６４％ に増 え て い ます 。 ／

Ｍ ＩＡ が で きた初 め の頃 は， 中 央 管 理 会 と地 方 の 各 組織 と

の 間 の連 絡 が 十分 に取 れ ませ んで した。 レ ッス ンの教 材 を配

布 した り，指 示 を与 え るた め の方 法 ， 手 段 の 必要 性 が生 じて

きま した 。 そ うい うわ け で， 中 央 管 理 会 長 エ ル ミナ ・ティ ラ

ー姉 妹
， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 の娘 さ んで また 有 能 な著 述

家 で あ る ス ーサ ・ヤ ング ・ゲ イ ツ姉 妹 は教 会 の若 い女 性 の た

こ６の 雑 誌 を 発 行 す る こ とが望 ま しい と考 え る よ うに な りま し

だ ⊃

ご主 人 と共 にハ ワ・イに伝 道 に 出 て い た ゲ イ ツ姉 妹 は ジ ョセ

Ｔ Ｆ， ス ミス大 管長 に手 紙 を書 き， そ の中 に ＹＷ Ｍ ＩＡ の

＝ 元 つ誰 誌 を発 行 した い とい う彼 女 の考 え を述 べ ま した。 彼

ヌ 三 ニイ ラー姉 妹 ， そ して 大 管長 会 との 間 に何 度 か通 信 が 交

さ尤 セ 豪． つ い に彼 女 は ヤ ング ・ウ ーマ ンズ ・ジ ャー ナル の

｛ 集 責 邑 者 二 岳 命 され る こと に な りま した 。 １８８９年 １０月 に第

一 号 が発 刊 され て か ら， この雑 誌 に は特 別 記 事 ， 物

語 ， 話 な どが 末 日聖 徒 の女 性 に よ って， 末 日聖 徒 の

女 性 の た め に書 か れ ， Ｍ ＩＡ の 役 員 ・教 師 へ の指 示

と一 緒 に掲 載 され ま した。

レ ッス ンの た め の提 案 は初 め はパ ン フ レ ッ ト形 式

で 提供 され て い た もの が， ジ ャー ナル の 成 功 が 確 認

され た の で， これ も１８９９年 １１月 か ら毎 月 雑 誌 に載 せ

る こ とに な りま した。 Ｍ ＩＡ の 各部 門が 成 長 す る に

つ れ て ， 別 々 の学 課 が用 意 され ， 手 引 き も発 行 され

ま した 。 つ い に ヤ ング ・ウ ー マ ン ズ ・ジ ャ ー ナル は

Ｍ ＩＡ の 各 活 動 部 門 の報 告 ・指 示 とか， そ の た め の

興 味 あ る一 般 的 情 報 の み を 掲 載 す る よ う にな りま した 。

１９２９年 ６月 の大 会 中， ソ ル ト ・レー ク ・タバ ナ クル で 特 別

な式 を行 な い， この ＹＷ ジ ャー ナ ル は， ＹＭ Ｍ ＩＡ の月 刊 誌

イ ンプル ー ブ メ ン ト ・エ ラ とめ で た く 「結 ば れ」 ま した。 こ

の合 併 した雑 誌 の 第 一 号 が １９２９年 １１月 に発 行 され ま した。

多 くの 傑 出 した女 性 が そ れ ま で の４０年 間 ジ ャー ナル の 編 集

に たず さわ りま した 。 ジ ャ ー ナル の創 刊 者 ス ー サ ・ヤ ング ・

ゲ イ ツ姉 妹 の 娘 さん リア Ｄ． ウ ィ ッツ ォー姉 妹 ， ジ ェー ム

ズ Ｅ． タル メ ー ジ長 老 夫 人 メイ ・ブ ー ス ・タル メー ジ姉 妹

そ の娘 さ んで あ る エル ジ ー ・タル メ ー ジ ・ブ ラ ン ドレイ姉 妹

ア ン Ｍ ． ギ ャ ノン姉 妹 ， 後 に扶 助 協 会 誌 の 編集 者 とな っ た

メ リー Ｅ． コ ネ リー姉 妹 ， ケ イ ト ・ トーマ ス姉 妹 ， ル ース

・メイ ・フ ォ ッ クス姉 妹 ， マ ーバ Ｃ． ジ ョセ ブ ソ ン姉 妹 ほ

か ， い ず れ も有 能 な著 述 家 で あ り編 集 者 で あ る人 た ちば か り

で す 。

ダ ン ス ・音 楽 ・ドラマ そ の他 の文 化 活 動 は， 開 拓 時 代 か ら

末 日聖 徒 が 力 を 入 れ て き た もの で あ り，Ｍ ＩＡ は これ らの活

動 を促 進 す るの に中 心 的 役 割 を 果 た して きま した 。音 楽 は Ｙ

Ｗ Ｍ ＩＡが 第 一 に と り上 げ た活 動 の 一 つ で あ り， １８９２年 に 中

央 管理 会 に附 随 して で き た二 つ の 委 員 会 の う ちの一 つ は音 楽

毎 年 ６月 に ソル ト ・レー ク市 で 開 か れ る Ｍ ｌＡ大 会 で の ダ ン

ρ ス フ
ェ ステ ィバ ル
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委 員会 で した。 あ ち こち の地 方 で 関 心 が 高 ま る につ れ て ， ダ

ン ス， ドラマ， ス ピー チ， ス ポ ー ツ， そ して キ ャン プな どの

各 委 員 会 が で きま した 。

ＹＷ Ｍ ＩＡ とＹＭ Ｍ ＩＡ とが共 同 で活 動 し始 め た の は １８９０

年 代 の こ とで ， 初 め て 合 同 大 会 が 開 か れ た年 で すが ， そ の後

次 第 に両 者 の プ ログ ラ ムが融 合 され， 今 日の よ うに ＹＭ ， Ｙ

Ｗ 両 組 織 の会 員 た ち は，．ワ ー ド部 にあ って もス テ ー キ部 に あ

っ て も， ま た中 央 管 理 の 面 で も， ク ラス も活 動 も， レ ッヌ ン

の面 で も， すべ て一 緒 に行 動 す る よ う にな りま した。

Ｍ ＩＡ に よ っ て展 開 され た活 動 の 多 くが 世 界 中 か ら賞 賛 と
だロヒ ロ

承 認 を 受 け ま した。 これ らの プ ログ ラ．ム の う ちの典 型 的 な も

の が ロ「 ドシ ョー で した。 これ は １９２４年 に グ ラ ナイ ト ・ステ

ーキ 部 で パ イ ロ ッ ト ・プ ログ ラム と して始 め られ た もの で ，

今 で は あ らゆ る地 域 のＭ ＩＡ の「 活 動 と な って い ます 。 幾 つ

かφワー ド部で短 くて，活気があり乳かっおもしろい寸劇を

キャス トをそろえて二，三場所を移 して上演 したところ大変

シル ト ・レー ク市 の メ イ ンス トリー トを 華 や か に パ レー ドを

す る Ｍ ｌＡの会 員達

ぼ

好 評 で した。 それ を ア メ リカば か りで な く， オ ー ス トラ リア

や南 太 平 洋 で も同 様 にや って み た と ころ ， や は り 好 評 で し

た。 ヨー ロ ッパ の よ うに ワ ー ド部 ， ス テ ーキ 部 な どの 間 が た

い へ ん離 れ て い る と ころ で は劇 団 が そ うたび たび 旅 行 して 上

演 す る こ とは 困難 な た め， 劇 は特 １ζユ ー ス ・コ ン フ ァ レン ス

とか ステ ーキ部 主 催 の野 外 活 動 計 画 の あ っ た場 合 にだ け上 演

され ま した。

全 教 会 ダ ン ス ・フ ェス テ ィバ ル な ど もＭ ＩＡ特 有 の もの で

す。 最 初 の フ ェ ス テ ィバ ル は ソル ト・レー ク市 の西 へ ３０キ ロ，

グ レー ト・ソル ト・レー ク に臨 む 行楽 地 サ ル テ ィ クで 開催 さ れ

ま した。 そ この施 設 で は もはや 全 参 加 者 を 収 容 しきれ な くな

った の で ，ユ タ州 立 大 学 の 競 技 場 に場 所 を移 しま した 。そ こで

議朧撫藻難難誌
に合致 して成長，発展 してきました。けれどもブリガム・ヤ

ング大管長の強調 した基本的な方向は失われてはいません。

服装を是正 しなければな らないζとが今 も教会の若い女性に

． とっ て大 切 で あ る ご と に変 わ りは あ りま世 ん。 ＹＷ：Ｍ ＩＡ が

組 織 され て か ら３４年 た つた １９０３年 ，教 会 歴 史 記 録 者 補 助 ア ン

ドリ ュー ・ジ ェ ン ス ン長 老 夫 人 は ヨ ー ロ ッパ を旅 行 中 次 の よ

うに述 べ て い ます 。「私 が 訪 れ た ６力国 の う ちの ど こに も， 私

が ソル ト ・レー ク市 の街 路 で 見 か け る よ うな若 い女 性 の派 手

ゴ な服 装 を見 る こ とが で き ませ ん で した
。 ヨ ー ロ ッ パ に い る

間 に ， ロー ネ ック の ドレスや シ ョー １ト ・ス リーブ の ドレス を

着 て 町 を 歩 い て い た り， 礼 拝 の場 所 にい た りす る女 性 を 見 た

こ とが あ りま せ ん で した。 派 手 な服 装 ほ 私 た ちの 社 会 で今 広

が って い る一 つ の 悪 で は な いか と私 は考 え る ので す 。」

この 点 に関 して は現 在 も， １８６９年 も， ま た １９０３年 も変 わ り

あ りませ ん 。１ぞ うい うわ け で ＹＷ Ｍ ＩＡ の指 導 者 ・会 員 共 に

いう もそ の 時 代 の流 行 に は注 意 を払 わ な けれ ば な らな いの で

す 。 確 か に， ロ ング ・ス カ ー トは も う流 行 遅 れで し ょ う。 そ

して ブ リガ ム ・ヤ ング 大管 長 が 叱 っ た ス カー トの後 部 をふ く

らま す た めの 腰 当て な どは 今 日の テ ィー ン ・エ イ ジ ャー に と

っ て は こっ け い に見 え るで し ょう。 レか し服 装 を控 え 目 にす

る こ とは依 然 と して若 い女 性 に 教 え られ て い る こ とで あ り，

Ｍ ＩＡ で も 「イ ス ラ エル の若 い娘 た ちが 真理 に対 す る生 き た

証 を 得 る」 こ とが で き る よ う に な る重要 性 を 強調 して きま し

た 。

次 の 百 年 間 に ＹＷ Ｍ ＩＡ に は ど ん な こ とが 待 ち構 え て い る

で し ょうか。 これ に は誰 も答 え る こ と はで き ませ ん 。 け れ ど

も今 ま で の 百 年 間 を振 り返 っ て考 え てみ る な らば ， そ れ と同

様 にＹＷ 帝 ＩＡ の プ ログ ラム は教 会 と共 に， 時 代 と共 に変 化

しなが らも成 長 して い く こ とで し ょ う。 ＹＷ Ｍ ＩＡ の プ ログ

ラ ムの 一 部 で あ った もの が他 の もの とか え られ る こ と もあ る

で し ょう し， ま た 活動 や レ ッス ンで新 しい違 っ た面 が 強 調 さ

れ る よ うな こ と もあ るで しょ う。 ス テ ー キ部 な ど で成 功 した

１餌 ロ ッ トの 幾 つ か の プ ログ ラ ムは き っ とＹＷ Ｍ ＩＡ 全 体 の

プログラムにとり入れ られることで しょう。

しか し福音の原則は永遠のものであり，百年前に娘さんた

ちに与えたブリガム ・ヤング大管長の忠告と訓戒は，Ｍ ＩＡ

の発展の基礎となるべきものです。１９３０年教会創立百年祭に

当たり，ＹＷＭ ＩＡ中央管理会長ルース ・メイ ・フォックス

姉妹の書いた歌 「たゆまず進め」はＭ ＩＡの人気ある賛歌 と

なりました。たぶんその歌詞は過去百年間ＹＷＭ ＩＡがたど

ってきた方向，また今後百年間にたどると思われる方向を一

番よく現わ しているものでしょう◎

父の拓きし地に かがやける

主の宮を建て 讃歌をささげん

父ののこせ しは 世の富にあらず

愛と健康との 主の恵みよ………

わが受けし権利よ

続け，励め，進めよ
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薬剤の賢明な使用

Ｊ． ル イ ス シ’土 リ ッ カ ー 博 士

ム ・日我々は多 くの誘惑に会い， 自己の神聖な肉体を冒と一７
くする無数の害悪にさらされている。それ らのあるも

のは，明らかに害があると我々皆が容易に認めるものであり

あるものはもっと巧妙で油断のな らないものである。それ ら

の油断できないものの中に薬剤がある。

新聞，雑誌， ラジオ，テレビ，その他のマスコミを通 じて．

我々はインド麻で作 られた麻薬 （マリファナ）やＬＳＤのよ

うなたくさんの麻薬が流行し，それらが本来持っている危険

性についてますます多 くのことを知 らされている。

我々の家庭でごく一般的に見 られ，使いたいと思 う人がた

やす く手に入れ られ る多 くの薬剤の危険性についでは，重要

でありながら余 り公にされていない。これ らのあるものは，

適正かつ賢明に使用 される時は，人間のか らだにとって有益

であるが，適正を欠いて過度にとられたりする時は，かえっ

て有害なものとなる性質のものである。

１８３３年 ２月，教会員に啓示 として与えられた教義と聖約８９

章には多 くの知恵の言葉が含まれている。強き飲料，熱き飲

料，そしてタバコに関する勧告に加えて，人間の幸福を持続

させるため，さらに完全な導 きの言葉が与えられている。１０

節と１１節で次のように戒あ られている。
「また，われ誠に汝 らに告 ぐ，すべて体のためになる青物

は，人間の身体と活力と利用のために神 これを定めたり。す

なわち，その季節のあらゆる青物およびその季節のあらゆる

果実，すべてこれらは慎しみと感謝とをもって用うべきもの

なり。」

この薬草 （青物）を控え目に用いるようにとの訓戒は，我

４にとって重大なことである。 この啓示が下された当時の薬

草はありふれたもので，薬剤を作るのに一般的に用いられて

いた。今日，薬剤を使用するのに賢明であるようにと望まれ

るゆえんがそこにある。

ここでは，前述 したような一般に有害な薬品と知 られてい

るもめの危険性については詳 しく述 べることはせず，むしろ

あまり知られていない薬品や調合剤の危険性と，それらの使

用にあたって⑳取 り扱いの注意や，適度に用いることなどに

ついて考えてみよう。

睡眠薬 ：我々は，毎日の行動につきまとう不安，心配，圧

迫，緊張の充満 した時の流れの激 しい時代に住んでいる。そ

の社会的圧迫のあるものは日常簡単に取 り扱われ処理されて

いる。 しか しあるものは容易に解決 されず，我々の心の中に

たまって我々を悩まし，病気にかかる一因となるのである。

しばしば，睡眠は文字通りの不眠症や，あるいは浅 くて落

着かない，夢ばか り見るような眠りによって妨げられること

がある。 このような状態にあって，ある人々が一時的にでも

その状態を和 らげようと，眠けをもよおす薬剤にたよること

が次第に一般的になってきている。睡眠をもよおすあらゆる’

薬には，容易に常用，習慣化する潜在的な性質があり，一方

肉体は苦痛の軽減を求めてそれ らの薬にたよっている。そこ

でこれらの薬剤を長期間使用することには常用習慣化の危険

がある。

こうして，最初の問題や心配がさらに重大な問題によって

複雑なものとなり，かえってそれが大きな問題になってしま

うことがある。人間はそのことによって自主性を失い，薬の

どれいとなってしまう。

よく次のようなことを耳にすることがある。 「はい。でも

私はそんなになりませんよ，注意 しますか ら。」このような人

々は，これ らの薬剤の巧妙な働きや，たとえ関心め度合が初

めの うちはわずかなものであっても，ついにはそれに依存 し

てしまわねばならな くなるということを見落 しているのであ
●

． 馬’ｒ

る。

あらゆる薬剤がそうであるように， これら睡眠薬 もその処

方 と使用については特別の指示がある。信頼のおける処方で

正 しく適 度に用いるな ら，多 くの助けと恩恵が得 られ る。 し

かし，適度な限界を越え医学的指示 に従わないで用いると，

恐ろしい危険 とさらに多 くの問題が生 じる。人はもはや自分

の主人たることができず，破滅的習慣のどれいとなってしま

う。

精神安定剤 ：これらの薬剤は開発されてか らまだ比較的日

が浅 く，２０年ほど前まではほとんど知 られていなかった。 し
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か し，開発 されてからというもの，アメリカの大衆はこの種

のおびただしい調合剤に攻められるはめにな り，またた くま

に広がった。今一度言 うが これ らの薬剤は厳重な注意をもっ

て適度に使用 さ．れねばならない。適正に使用されるな ら絶大

な援助をもた らしてくれるし，多 くの場合，それな しでは問

題や心配 といった精神の重みで事実上無能力となって しまう

かも知れない人々に，安定を与え能力を発揮させることがで

きる。

精神安定剤は現実の代用品とはな らない。この世の現実と

そ都から生 じる緊張の数々については，それによ？て起 こる

ところの根本的な原因や複雑な要因を和 らげるため，日常の

生活を改革す るのに必要な事柄を系統だてて実行する必要が

なお存在するのである。 これ らの薬剤は賢明に注意 して，適

正な管理のもとでのみ使用されねばならない。この種の調合

剤を長期間継続的に使用するには，それが本来持っている潜

在的な危険性に注意 し，十分認識 しなければな らない。

活力剤 ：ある人々の間では，自己の活力を強めるのに人為

的な手段にたよろうとする 「流行」が著 しくなって き て い

る。つまり，デキシドリンやアンフェタミンといった種々の

興奮剤が不適当に使用されている。これ らの薬剤は，疲労を

知 らせるようあらか じめ体内に設置された機能を隠ぺいした

り，破壊 して，人工的に良好な感覚を与える。これらは普通

ねむけを催す薬を用いたあと， 「薬の副作用」や意気消沈を

中和 させ るのに眠 り薬 と関連 して用い られている。 これらの

薬は，緊張や圧迫を気づかせないようにおおい隠すのに，肉

体の生理的機能を征服 して しまうのである。この種の薬剤の

使用については明確な医学的指示があり，周到に守 らなけれ

ばいけない。むとんちゃくな使用や誤った使用は強 く非難さ

れなければならず，今一度あらゆる状態に対 して忠告されね

ばな らない。

消化剤 ：われわれの文明で，絶えず主要な問題となってい

るものの一つは肥満についてである。ほとんどの肥満はその

人の単純な食べ過ぎやわがままに原因 している。医学上では

肥満のあるものは内分秘の不均衡や異常によるものであると

いわれているが，この論議の中には含めないことにした。肥

満が多くの肉体的病気や異常の前兆であることは一般的な知

識 となっている。それらの中で考えられるものに，心臓の故

障，消化器系の問題，排泄器官の問題，動脈硬化，そ して活

力保持の減退などがある。肥満体の人は，か らだの活動が低

下 して，さらに生命維持の作用の効力を減少させて しまって

いる。 こうしてその肉体はなおさら低水準の傾向をたどり，

か らだの働きと生産力はさらに減退する。

肥満と戦 うにはその人自身の強大な意志力と決心が必要 と

される。そのことは，自滅の状態が潜在的に存在 しており，

問題を解決するのにあらゆる努力を尽 くさねばならないこと

を認識することでもある。意志力 と決心は薬か らは得 られな

４００

いのである。消化剤の使用は，自己の肉体げために責任を取

ろうとする人が，自己敗北と不本意を容認 して しまうことで

ある。

時には，信頼ある医者が，飽 くことを知 らない食欲を患者

に回復 させるのに消化剤を処方することがある。 しか しその

目的で短期間消化剤を使用することは，どんな意味において

も，患者を自己の肉体とその機能を調整 し統制す る責任か ら

免れさせることにはならない。

要約すると，我々は神の形に似せて造 られた者であり， し

たがって我々の肉体は最も神聖な宮居なのである。個人の統

制力や感化力ではどうにもならない病気が数多くあることは

明らかなことである。 しか しながら，知っていてあるいは知

らず して，自分の上に招いている病気 も数多 くある。我々が

所有 している最 もすばらしいたまもの一 肉体一 の神聖を

冒とくする状態にあるのは実はこのグループなのである。

無分別な誤った薬の使用は，使用者にとって自滅の行為で

あり，自己のか らだをそこないその働きを不良化 して しまう

結果になる。神が我々のために用意 してくださったすべての

ものをそう明にかつ適切に使用することは，信頼 のおける医

学的助言で もって指示が受けられる時に初めてできることな

のである。

女性を含めて多 くの人々に， もう一度啓示を読むよう勧め

る。

「然 り，また汝 らの食物，衣服，家屋，小屋，果樹園，野

菜畑，葡萄園など何れに しても，それ らのために地より生ず

る．諸々の草と善きもの，然 り，すべてこれ ら季節によりて地

より生ずるものは，皆人の為人の用いんために造 られ，眼を

楽 しませ，また等 しく心を悦ばせんためなり。然 り， これら

は肉体を健にし人に元気をつくるよう，食物，衣服，味，香

りのために造 らる。而 して，すべてこれ らのものを人に与え

たるは神の悦びとす るところにして，この目的のためにこれ

らは造 られたれば，人は適量にこれを用いて貧 らず，または

無理に取 りて用 うべか らず。およそ人何事にも神を怒 らせず

または何事にも神の怒 り燃 ゆることな し，ただすべての事の

中に神の御手のあることを告白せず，その誠命に従わざる者

に神の怒 りあり。」（教義と聖約 ５９：１７～２１）

（注 ） １． Ｌ ＳＤ と は， リゼ ル酸 ジ ェチ ル ア ミ ドと言 い， ラ

イ麦 な ど に は え る カ ビの 一種 で あ る麦 角 か らとれ る幻

覚 剤 で あ る。 一 万 分 の 一 グ ラ ムを飲 む と， 色 彩 的 幻覚

に お ち い る。 い わ ゆ るサ イ ケ デ リ ック とい う言葉 もそ

れ か ら出て い る。

ソル トレー ク市 モ ニ ュメ ン ト ・パ ー クの 第 十 三 ワー ド部 日

曜 学 校 福 音 の 教 義 ク ラ スの教 師 で あ る 」・ル イ ス ・シ ュ リ ッ

カー博 士 は， 神 経 外 科 医 で あ り，薬 剤 使 用 に伴 う諸 問 題 に も

精 通 して い る。

翌

浬網
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若人のペー ジ

最 良 の 人 生

」＿派な女性が，妻，母親，主婦，家庭の中心となるとい
ー

う最 も幸福な最高の夢を実現することはこの上な く尊

い ことです。

もし人生の過程で， これが起こらなかったり，あるいは遅

れるようなことがあったら，あなたはそれが起 こるのを待っ

ている間，勇気を持って進み，人生を最良のものとなして満

足できますか。さらに，あなたは人生を楽 しく，健全で意味

深い，人にｉ奉仕するものとしますか。いつの日か起 こるよう

に期待 しているだけでなく， 日常起こることのためにも，備

えをしていますか。

あなたは，自分の夢を最高度に実現するために，どのよう

な準備を しようと思 っていますか。 もし人生が望むようなも

のでなければ，申 し分のない人生にするために，．どのように

準備するつ もりですか。人生で最 も幸福な望みを，きわめて

優雅に，自分に瓦ふさわ しく達成す るために，あなたはどのよ

うに していますか。

その原則は簡単です。

自己に忠実一 人生が，私 たちの望むすべてのものをもた

らそうと，あるいは期待以下のものをもたらそうと，自己に

忠実であることです。心を広 く持って現在の力以上に， 日々

の務めを果たして下さい。

他人に忠実一 私たちの身近にいる人々，愛する人々，∴私

たちの家族や友人以外の人々に忠実になることです。

人生に忠実一 私たちの営む生活によって周囲の人々の愛

と尊敬を受けることができます。

神に忠実一 神の最 も崇高な望みと戒めに従 うことにより

私たちは多 くの喜びと貢献を知ることができます。

（ソル ト・レークのタバナクルにおいて，エマ ・レイ ・リ

ッグス ・マッケイ姉妹に捧げたマ リオン Ｄ．ハンクス

長老の演説より抜粋）
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ほかな頒 あ な た が

劇

ゲ ーム

ユ ース ・コンフ ァ レンス

フェス テ ィバル

教会 の ピ クニ・ック

奉 仕 計画

フ ァイアサ イ ド

ク ラスの集 い

福祉 活動

に

エ レー ン キ ャ ノ ン

ほか な らぬ あな た が必 要 です 。 み ん な が そ こに参 加 しま す

力弐… …

大 勢 だ と もっ と楽 しい か ら， とい うの で は あ りませ ん。 ほ

か の だれ に もで きな い ， あ な た だ け に で き る ことが そ こに あ

るので す 。 人 々 と明 る く交 わ り， 心 づ か い を示 す こと を学 ん

だ あ な た， 人 々 に関 心 を寄 せ， 思 い や り と熱 意 を持 っ て はつ

らつ と した あ な た。 あ なた は， 招 か れ た人 ， 参 加 者 と して ，

主 催 者 の望 む 状 態 を い っ し ょにつ くりあ げ る責任 が あ る こ と

を知 っ て い ます 。 そ う して こそ 会 は成 功 す るの で す。 そ の場

に い るだ け で は不 充 分 … ・・。 そ の よ うに す ば らしい あ な た だ

か ら… …， ほ か な らぬ あ な たが 必要 な の で す。
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し

長 い 夜
朝鷺 籍薇齢 」、謙 膿鑑儲 罵董

を走 らせ るの を見 つ めて い ま した。 病 気 の たあ にす わ れ な く

て，荷 馬 車 の後 に横 にな って い る母 の姿 は見 え ませ ん で した 。

荷 馬 車 が 見 え な くな る と ヒル ダ は言 い ま した 。 「さあ， マ

シ ュー， 遊 び に行 き な さ い。 あ な た も よ， ジ ェ ー ン」

ヒル ダ は とて もさ び しか っ たの で す が ， 自分 が １０才 で あ る

こ とを大 変 誇 りに思 って い ま した。 父 は ， 小 さい 妹 や 弟， そ

して牛 の べ シ ー の世 話 を す る よ う に言 って い きま した。 父 が

母 を医 者 に みせ る た め に連 れ て 行 くの に， 町 ま で ほ とん どま

る一 日か か るか らで す。

そ の 日が す ぎ ま した。 翌 朝 子 供 達 は小 屋 の上 にあ る大 きな

赤 い岩 の上 で遊 び ま した。 昼 ご は ん の後 に は， ゆ るや か に流

れ る川 の ほ と りで， しめ った砂 の上 に， 小 枝 で 家 を 作 りま し

た。

ヒル ダは ， 豆 と冷 た い と う もろ こ しパ ン の夕 食 を 作 りま し

た。寝 る時 間 に な る と， 三 人 の子 供 達 は ひ ざ まつ いて 家 族 の

祈 りを しま した。

ジ ェ ー ン は立 ち上 って たず ね ま した。 「ヒル ダ， 屋 根 う ら

の部 屋 にね るの ？こ こで 眠 って もい い の ？」 、

「い い の よ
。 この ベ ッ ドに は三 人 寝 られ る もの」 ヒル ダ は

い い ま した。

夜 の 間ず っ と火 が 消 え ない よ う にま きを くべ て， それ か ら

ジ ェー ンの そば に よ りそ って ベ ッ ドに寝 ま した。

ヒル ダ はふ と 目を さま し， 眠 って か らず いぶ ん長 い時 間 た

って い るのが わ か りま した。 じっ と横 に な って い ま した。 何

ア イ リス ・シ ン ダ ー ガ ー ド

か の音 で 目 が さ め た こ とが わ か りま した。 「マ シ ュ ー に ちが

い な い わ。 い つ もあ お 向 け に寝 る と い び き をか くん だ か ら」

と老 え ま した。

け れ ど も， マ シ ュー は 自分 の横 に静 か に眠 って い ま した。

ヒル ダは気 のせ い だ と思 い ま した。 暖 か いか けぶ と んを 引 き

上 げ る と 目を と じま した。

夜 の暗 や み の中 で， も う一 度 そ の音 が き こ えて 来 ま した。

お そ ろ し くて ふ る え て き ま した。 そ の音 の正 体 が わ か りま し

た。 彼 女 は これ ま で に， え物 を さが して い る野 性 の ライ オ ン

の うな り声 を 聞 い た こ とが あ りま した。 けれ ど， こ ん な に近

くで 聞 い セ こ とは な か った の です 。

「う ちは だ い じ ょうぶ だ わ」 ヒル ダ は 自分 に言 い きか せ ま

した。 「どん な ライ オ ンだ って ， 入 って 来 られ ない わ 」 けれ

ど も， 突 然 彼 女 は べ シー の こと を考 え ま した。 つ い きの う，

父 が， 差 しか け小 屋 で は安 心 で き な い と母 に言 って い る のを

聞 い て い た か らです 。 小 屋 は開 いて い ま した。 ヒル ダ は あの

小 屋 で は， え もの を さが して 歩 いて い る ライ オ ンを ふ せ ぐこ

とは で きな い と知 って い ま した。

ライ オ ンは， 川 の所 ま で は下 りて は来 な い だ ろ う し， 山 の

上 の 木 々 の 間 に い るだ ろ う と， 自分 に 言 い きか せ ま した。

少 しの 間 に とて も静 か に な りま した。 け れ ど想 像 した よ り

も っ と近 い 所 で ライ オ ンが ほ え た の で す。 マ シ ュー は寝 が え

りを う ち， ジ ェー ンは起 き上 りま した。

「ヒル ダ
， 何 か 音 が き こ えた わ 。外 に何 か い る の」 とジ ェ

ー ン は聞 きま した 。

「い い え」 ヒル ダは
， す ぐに 答 え ま した 。 ジ ェー ンの起 き た
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ことが うれ しか った の で す 。 二 人 で 聞 き耳 を 立 て て い れ ば ラ

イ オ ンが ど ん な に近 くに い るか が わか るだ ろ うと思 った か ら

で す。 次 の瞬 間， ライ オ ン は も っ と近 い所 で ほ え ま した。 ヒ

ル ダは， ライ オ ンが 小 屋 の．ヒに あ る大 き な赤 い岩 の上 に い る

に ち が い な い と思 い ま した。 ど う して こ ん な に近 くへ 来 たの

か 不思 議 で した。 父 が， 野 性 の動 物 は人 間 を こわが る ものだ

と言 って い た か らで す 。

ライ オ ンが ね ら って い た の は， 牛 だ った の です 。 ヒル ダ は

何 を しな け れ ば な らな い の か， わ か っ て き ま した。 靴 もはか
’な い で ドアに走 りよ りま した

。 「ジ ェー ン」 彼 女 は ドア を し

っ倉 り締 め てい る皮 ひ もを ゆ るめ な が ら言 い ま し牟。

「こ こに じっ と立 って い て ね 。私 が 呼 ん だ ら， ドア を広 くあ

けて ち ょうだ い 。私 は べ シ ーを連 れ に 行 くか ら」

外 には ， か け た 月 が 西 の 空 に低 くか か って い ま した。 そ の

か す か な 明 りを た よ りに ， ヒル ダは 牛 小 屋 に 通 じ る小 み ち を

走 りま．した。 牛 小 屋 の 中 で ， ベ シ ーが 足 を ふ み な ら して い る

のが 聞 こ え ま した。 ヒル ダ が 低 い 門 の 掛 け 金 を は ず した 時，

ベ シ ー は こわ くて 息 もで き ませ ん で した 。 す ば や くロー プ を

取 って牛 の首 にか け ま した。
「さあ

， ベ シー」 彼 女 は小 声 で言 い ま した。 牛 を 小 み ちに

連 れ 出 しま した。 ヒル ダ は差 しか け小 屋 のそ ば の 岩 の上 に ，

黒 い影 を 見 ま した。 うず くま っ た ラ イ オ ンの 姿 で はな い か と

思 って こわ くな りま した 。ベ シ ー もひ ど くふ るえ て い ま した 。

ヒル ダは ， 力 の 限 り ロー プ を た ぐ り寄 せ ま した。 牛 が 急 に 走

り出 して や み の 中 に行 か な い よ うにす る た め で した。 牛 が 逃

げ る よ り も先 に ライ オ ンが 牛 に追 い つ い て しま うか らで す 。
「ジ ェ ー ン」 ヒル ダは ロ ープ を 力 い っぱ い 引 っぱ りなが ら

さ け び ま した。 「来 て 手伝 って ち ょうだ い 」

小 さ な妹 が ， 小 屋 か ら走 り出 ま した。 「後 か ら牛 を 押 して」

ヒル ダ は息 を切 ら して 言 い ま した 。 二 人 は 一 緒 に， ふ るえ る

牛 を小 屋 ま で押 して ，

「 ・“ ・ソ ェ ー ノ
，

に戸 だ な を置 くか ら手 伝 って ／」 獅

ヒル ダ は， 牛 を寝 台 の そ ば に ゆ わ えつ けて ， 大 きな ベ ッ ド

の真 中 に， ジ ェー ン とマ シ ュー と並 ん で腰 を下 ろ しま した。

子 供 達 は， 歌 を歌 って ２， ３分 前 の お そ ろ しいで き ご とを 忘

れ よ う と しま した が， とち ゅ うで何 度 も， 声 を ひ そ めて は物

音 を 聞 こ う と しま した。

ヒル ダは， ライ オ ンが小 屋 の ま わ りを歩 き まわ り， 時 々歩

くの を や あ て， ドアの と ころ で に お い をか い で い る のが わ か

りま した 。 小 さい 子供 達 に もそ れ が わか りま した。

一 度 ジ ェ ー ンが 小 さな声 で言 い ま した。 「中 に入 って来 る

か し ら ？」

「い い え」 ヒル ダは ， は っ き り と答 え ま した。
「窓 を こわ せ るの ？」 とマ シ ュ ーは調 子 の高 い声 で言 い ま し，

た。

ヒル ダ は 「いい え」 と答 えま した が， そ の 声 は あ ま り力 強

くあ りませ ん で した 。 窓 ガ ラス が とて も うす く見 え ま した６
「皆 で もう一 度 お祈 りを しま し ょう

。天 の お 父様 は私 達 を守

って 下 さ るで し ょうか ら」 と彼 女 は言 い ま した。

何 時 間 か た って ， 大 きな 赤 い 岩 の 上 に あ る空 が青 くな り，

新 しい一 日が 始 ま りま した。

ま もな く， 耳 なれ た， 待 ち に待 った 音 ， 父 の 馬 の足 音 が 聞

え て き ま した 。

父 は， 母 の病 気 が す ぐに良 くな って ， 間 もな く家 に も どれ

るだ ろ う と言 い ま した。 それ か ら， ヒル ダに 本 当 に ラィ ォ ン

が家 ま で来 た のか とたず ね ま した。 ヒル ダ は父 の 手 を 取 って

小屋 の う ら一 面 に あ るラ イ オ ン の飛 び はね た 足跡 を 見 せ ま し

た 。彼 女 が しめ った ど う を指 さす と， 父 は何 も言 わ ず に うな

ず きま した。 流 れ の そ ば に点 々 と して つ いて い る足跡 は ， あ

き らか に ラ・ｆオ ンが来 た こと を ものが た って いま した 。

「
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…

臥

サ ラダ でつ くった女 の子

臥
し

ひつ よ うな もの

か た ゆで の卵 一 こ （あ た ま）

トマ トは んぶ ん （か らだ）

セ ロ リの くき ２本 （うで）

小 さ い あ まい ピ クル ス ２こ （あ し）

赤 い ち しゃ の葉 （ス カ ー ト）

お ろ した な ま の に ん じん （か み の け）

くろ い オ リー ブ （ボ タ ン）

チ ョウ ジ （目 と 口）

か た ゆ で の卵 の カ ラを と ります 。 目 と 口を つ け るた め に，

卵 のか たが わ に チ ョウ ジ をつ き さ しま す 。 皿 の上 の は しに，

卵 を お き ま す。 な ま の に ん じんを す りお ろ して ， か み の け と

して， 卵 の ま わ りに お き ます 。 オ リー ブを うす く切 って， は

ん ぶ ん の トマ トの上 に も ります 。 その トマ トと， ほ か の ざ い

り ょうを え の よ うに お き ます 。 サ ラ ダ の女 の子 は， 作 っ て楽

しい うえ に たべ て もお い しい です 。

あ た ら しい お うち
ソ ル ベ ー グ ポ ー ル ソ ン ラ ッ セ ル

く物 謹く婁か繕 巌 と鵡 １毒ん難
やん と ふ るい き の あ な の お うち に す ん で い ま した。

あ きの あ るひ， パ パ は い い ま した。 「にづ くりを しな

さい 。 あ た ら しい お うち を みつ け る んだ よ。 い ま の お うち

は こわ れ て い て た お れか か つて い るか らね 。 」

す ぐに パ パ と マ マ と くろ ち ゃ ん と

あ た ら しい お うち を さ が しに

は じめ に あ な を み つ け ま した。

「きた な す ぎ るわ 」 とマ マが

い えだ の な か に あ な を み つ け ま した。

ぎ るわ 。 ま あ ち ゃん が お ち た ら

ほか の と こ ろ もみ ま した が マ マ の き に い りませ

んで した。 くろ ち ゃん と ま あ ち ゃ ん は

わ って い ま した 。 くろ ちゃ ん は き ゅ うに
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お お きな こえ で い い ま した。 「マ マ， パ パ ， み つ け た よ」

「み つ け た って な あ に ？」 ま あ ち ゃ ん は お に い ち ゃ ん

の と ころ に は し って き ま した。 「とて もお お き くて ふ

るい ジ ャ ムの ビ ンな ん だ」 「だれ か が も りの なか に わ

す れ て い った ん だ ね。 だ か ら これ は ぼ くた ち の お う

ちな ん だ。 そ う じゃ な い マ マ ？」 と くろ ち ゃ んが き き

ま した。

マ マ と パ パ は き の した の くさ の なか に ころが って

い る お お きな ガ ラス の ビ ンを み ま した。 ぜ んぶ を み

まわ して か ら マ マ は ニ ッコ リわ らい ま した。 「お う ち に

８７



は ピ ッ タ リね 」

「そ して このへ ん に は た くさ ん たべ る くさが あ る

しね」 とパ パ も ほ ほ え み なが ら い い ま した。

ねず み の い っか は や わ らか い か わ い た くさや タ ン

ポ ポ の む くげ を あ つ め て は それ を ビ ン の なか に は こ

び は じめ ま した。 す ぐに ね ど この よ うい が で き ま した。

それ か ら， み ん な は， ビ ン の くち の よ ごれ を ふ い て

ドア に す るた め に あ な を の こ して き のか わで しめ ま

した 。

それ が お わ ると， す ぐに あ めが ふ りは じめ ま した。 あ

め．は ガ ラス の うち に は ね て じめ ん に な がれ お ち ま し

た 。 「お も しろ いや 」 と くろ ち ゃ ん は さ け び ま した。 「お

うち の な か か ら そ とが み え る し， あ め が お ち る のが

み え るん だ もの 」

ま あ ち ゃ ん は み ん な が ガ ラス に は な を お しつ け て い

るの で キ ャ ーキ ャー わ らい ま した。

少 した つ と， あ あ は ふ りや み ま した。 か ぜ が で て き て

きの あ い だ を ふ き， ガ ラス の ビ ンか ら の こ って い た あ め

の しず くを お と して しまい ま した 。

ね ず み の い っか は ， す ぐに ぐ っす ．り と 一ね む り は じめ

ま した 。 一 ば ん じ ゅ う ね む りま した 。 け れ ど も， くろ ち ゃ

んが め を さま した と き ま だ そ とは ま っ く らで した。 く

ろ ち ゃん は ， マ マ と パ パ が ヒソ ヒソ は な して い る の を

き き ま した 。ま あ ち ゃん が み み を か い て い るの も み ま し

た 。「み ん な お きて い るの ？」 と くろ ちゃ ん は， ち い さ い こ え

で ， き きま した 。 「お きて る けれ ど まだ ね む りたい の 。だ っ

て まだ く らい ん だ もの 」 とま あ ちゃ ん が い い ま した。

「さあ さあ ね む りな さい
。 も うす ぐ あ さ に な ります

よ」 と マ マが い い ま した 。

「ここ にい る と か ぜ が ふ い て い るの も わ か らな い の

ね 」 とい って ， ま あ ちゃ ん は か わ い ら しい あ くび を しま

した。

８８

はや く めが さめ た ん だ ね 」 とパ パ が い い ま した。

み ん な は ね む ろ う と しま したが ねむ く あ りませ ん

で した。 み ん な は ま ちま した。 な が い こ と ま ち ま した。

で も ひか りは は い って きま せ ん で した。

と う と う ま あ ち ゃん が い い ま した。 「マ マ あ さ は

くるの を わ す れ たん だ とお も うわ 」

「そ ん な こ とは な い さ
。 だ け ど ふ しぎだ ね 」 と パ パ

が い い ま した。

ま も な く ね ず み の い っか は ね ど こを ぬ け だ し ま し

た。 み ん なは ど う して あ さ に な らな い のか し りた い

と お もい ま したが ， お なか が す い て きま した。

「お なか が す い た よ
。 す ご く は らぺ こな の」 と くろ ち

ゃ ん は い いま した 。

「そ と に で て い って た べ もの が あ るか ど うか み て こ

よ う」 とパ パ が い い ま した。 「この ドア を あ け て み よ う。

そ とが 暗 くて も た べ もの の に お い は わ か るか らね 」

お と うさん ね ず み は ドアを つ よ く ひ っぱ りま した。

す る と ドアが あい た とた ん に ， ひ か りが ねず み の うち の

なか に は い って き ま した。

「あ さが きた よ」 くろ ちゃ ん は さけ び ま した
。 そ して

くろ ち ゃ ん と ま あ ち ゃん と マ マ は， お と う さん ねず み の

あ とか ら そ ろ って とび だ しま した。 み ん な は あ た り

を み まわ しま した。 そ して お な か を か か え て わ らい

こ ろ げ ま した。 ジ ャ ムの ビ ンの お う ちは す っか りは っぱ

で お おわ れ て い たか らで す。

「か ぜ で は っぱ が お ちた ん だ」 と くろ ち ゃ んが い い

ま した。

「だ か ら ひ か りが あ た らな か った ん だ わ」 と マ マが い

い ま した。

「す ぐに は っ ぱを か た づ け よ う」 とパ パが い い ま し

た。

す こ し して ， ね ず み の い っか は ビ ンの うえ の きれ い に

お と して しま い ま した。 くろ ち ゃん

つ兄 にの っ

そ とを み て い ま した。

「ほ ん と うにそ う

す ば ら しい う

い い ま した。

／ ！
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覧

「見 女 性 達

ケ ネ ス Ｗ ・ ゴ ッ ドフ リー

．グ’ア・

・劉

分の家に最後の別れを告げるいとまもなく，愛着のあ
自

る大 切 な物 を数 多 く後 に残 して，開 拓 時 代 の女 性 達 は，

放 浪 の旅 をす る家 族 の た め，粗 末 な 幌 馬車 を作 るた め に 自分

た ちに で き る こ とを したの だ っ た。 彼 らは 文 明 の 利器 の 多 く

を ， ニ ュー ヨー ク， オ ハ イ オ，ミズ ー リ，イ リノイ の各 州 に残

して きた。 こ う して彼 女 達 は， 生 活 を 少 しで も しの ぎ よ い も

の とす る とい う目標 に 向か って ， 自分 の す べ て の才 能 と技 術

を傾 け ね ば な らな か った。 彼 女 達 は ， モ ーセ に従 った古 代 イ

ス ラエ ル の女 性 達 の こ とを， そ して ， リーハ イ と共 に荒 野 へ

と導かれた汝性達のことを思ったにちがいない。そ して，乏

の思いが，彼女達に力を与え，神の助けによって，彼女達 も

また 「約束の地」すなわち自分自身の家庭をそこに見出すこ

とができるとの希望を新たにしたのだった。

「料理の材料はといえば，一緒につれて来た牛の ミルクか

い くらかのとうもろこし， ライ麦のひきわりか小麦粉，それ

にほんのわずかの調味料に限られていた」とある記者が書い

たが，彼女達はそれで，食欲をそそり，健康 にもよい食事を

作ることを学んだ。彼女達は，残 りのミルクや乳脂を幌馬車

４０３



の横 に つ り下 げ て お く と， 幌 馬 車 の 動 き につ れ て，．そ れ が バ

ター に な る こ とを発 見 し， イ ー ス ト菌 の 使 い 方 を お ぼ え た。

キ ャ ンプ が張 られ ， 鉄 製 の ス トーブ や ， 丘 の 中 腹 に 穴 を掘 っ

て作 った か ま どに火 が 入 れ られ た時 には ， よ くこね た パ ンが

焼 くば か りに な って用 意 され て い た。 先 に こ こを 通 過 した女

性達 が， 後 か ら来 る人 々 の た め にか ま どを す ぐ使 え る よ うに

準備 して行 って くれ るの を よ く発 見 した もの だ った 。

メ ア リーＭ ． ボ ー ト ・ガ ー ン は， ７人 の 子供 を連 れ て 大平

原 を横 断 した。 彼 女 は い つ もの イ ー ス トに と う も ろ こ しを入

執 て 濃 く した。 太 陽 が 大 切 に貯 えて あ る イ ー ス 眺菌 を 殺 して

しま う こ とを知 っ て い た の で， 彼 女 は生 パ ンを 小 さな 四 角 の

形 に して ，幌 馬車 の か げ に いつ も置 いて いた 。 新 しい イ ー ス

トが 必要 にな った 時 に は， 残 りの生 パ ンか らそれ を 作 った 。

毎 朝 キ ャ ンプ を 立去 る前 に， メ ア リー は パ ンを こね ， そ れ が

イ ー ス ト菌 で ふ くれ るよ うに，．幌 馬 車 の 中 に置 い た 。

旅 を して い る聞 に イ ー ス トが 働 き， 夕 方 に は， 家 族 が 焼 き

たて の お い しい パ ンで食 事 を とる こ とが で き るの だ った 。

しか し，食 物 は い つ も充 分 で は なか っ た。 ホ セ ア ・ス タ ウ

トは ， ノー ブ ー を去 って わず か ニ ケ 月 後 の １８４６年 ６月２０日の

日記 の 中 に こ う記 して い る。 「飢 えが 我 々を ひ ど く苦 しめ 始

め た 。妻 は， 本 当 に我 々 の最 後 の食 事 と もい うべ き夕 食 を 準

備 す るた め に 出 て行 った。 食 事 は ほ んの わず か の 種 ま き用 の

豆 と， わ ず か の ゆ で た ベ ー コ ンを ス ー プ に した もの だ った 。

小 麦 粉 は 割 り当 て るだ け充 分 に あ り， 実 際 に この 最 後 の 食料

は， 第 三者 の 目に は充 分 な もの だ と映 る程 ， 我 々 に と って も

いつ もの 食事 よ り， ぜ い た くで， 豪 華 な もの に思 えた 」

この 夜 ， これ が ス タ ウ ト家 に と って は最 後 の食 料 な の だ と

は夢 に も知 らず に ， 二 人 の 男 が彼 ら と共 に食 事 を した 。 そ の

後 ， この 家 族 は， ゆ で た と う もろ こ しを食 べ る し か な か っ

た。

幌 馬 車 が ア メ リカ野 牛 の い る地 域 に来 た時 に は， 人 々は 殺

した ばか りの 新 鮮 な 肉 か ら切 り干 し肉 を作 る仕 事 で 非 常 に忙

しか っ た。 肉 を 細 長 く切 り， そ れ を沸 騰 した塩 水 につ けた 。

この 肉 は， 除 血 の 目的 で ， 夜 間 に た い て い る火 の上 の方 に張

った太 い綱 の上 にか けて おか れ た。 次 の 日の朝 ， ひ も状 の 肉

は， 太 陽 で乾 燥 させ る た め に， 幌 馬 車 の 先端 に く く りつ け ら

れ た。 日数 が たつ につ れ て ， 幌 馬車 隊 に 加 わ って い る女 性 達

の 間 に は， 共 通 の苦 難 に耐 え る こ とに よ って， 非 常 に親 しい

交友 関係 が もた ら され た。

コ レ ラや 山岳 熱 にか か っ た時 ， ま た は 出産 の場 合 な ど， お

互 い に看 病 し合 った。 エ ラ イザ Ｒ． ス ノー は，’ノー プ ー か

ら出 発 した最 初 の夜 ， ９人 の子 供 が 生 れ た こ とを記 録 ．して い

る。

時 が た つ に つ れ て， 女 性 達 は あ らゆ る状 況 の もとで 出産 す

る よ う に な っ た。

ス ノ ー姉 妹 は こ う書 い て い る。 「… … あ る者 は テ ン トの 中

で ， あ る いは ， 幌 馬車 の 中 で， ま た あ る者 は嵐 や 吹 雪 の 中 で
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出産 した。一人の子供は，地中に棒を打ち遜み，そのまわ り

を毛布で囲み，樹の皮で屋根をふき，その屋根からは雨 もり

がしていた粗末な仮小屋で生れたと聞いている。親切な姉妹

達が屋根からしたたり落ちて来る雨を受けるために，お皿を

持 って立っていた。 こうして，新 しく生れ出る子供 とその母

親は，雨から守 られたのである」 １

姉 妹達は，神権者達がやったように，自分達で立てた目標

を達成するために，さまざまな組織を作 った。ある組織にお

いては，ルイザ バーンズ ・プラットが日記に書いているよ

うに，このような決議がなされた。
「決議 ：兄弟達が祈とう会に出席するようにと姉妹達を呼

びに来て，談話を始め，何のために姉妹達の所に来たかを忘

れてしまっている時には，姉妹達はξこか良い場所に行 って

自分達だけで祈 りをし，それか ら各自の仕事につくこと」ル

イザはまたこうも書いている。 「もし男性が女性を支配 しよ

うとする時には，油断 してはいけない。私たち女性は男性 と

伺等の権利があると信 じているか らである．！

子供達をベッドに寝かせた後， しば しば，小グループにな

って，夜の涼 しさと静けさを楽 しんだ ものだった。ルイザは

「プラット川流域は美 しかった」と記 している。姉妹達は，

月の光の中を川岸にそって散歩 したり，川の水で水浴を楽 し

み，気分を爽快にすることができた。 「同時に私達の心は，

この広大な荒野の風景の美 しさと荘厳さに対する驚 きと感嘆

で熱 く燃えた」 とも書かれている。

退屈な日が多かったが，時にはラケル ・リーが旅路の終 り

近 くに遭遇 したような，大荒原を渡る姉妹達が求めていた以

上の，刺激的な事件が起ることもあった。ラケル ・リーが，

幌馬車の横を重い足取 りで，わずかに吹 く風に涼みながら歩

いていた時，突然の突風が，彼女のスカー トをわだちの中に

巻 き込んでしまったのだ。歴史小説家のジャニタ ・ブルック

スは 「ラケルが気づく前にスカー トはわだちの軸に ぐるぐる

巻きついて，スカー トを引き離そうとしなが ら助けを求めて

叫び声を上げたが，たちまち，スカー トはしっかりと巻 き込

まれて しまったので，両手で二本の輪止めを握り，両足は別

々の輪止めに入れるのが精一杯で，わだちと一緒にぐるぐる

と身体が回転 していた」と書いている。

幌馬車がやっと止まった。 ラケルは自分がまだ しっかりと

わだちに縛 りつけ られたまま，右上方にいるのに気づいた。

皆が集まってきて，何 とか彼女を自由にしようと試みた。

スカー トを切って しまえば問題はなかった。 しか し，そう

すれば着る物に不足 している彼女の衣類を一つ駄目にして し

まうことになるのだ。

そこで，彼女のスカー トのホックをはずし，ペチコー トの

ボタンをはず して，脇あきを注意深 く切って彼女を引出せば

自由になれ るだろうということに相談がまとまった。靴ひも

もゆるめた。それか ら一人の姉妹が，彼女を好奇の目か ら守

るために毛布を持って来たので，まるで 「にわとりの足の皮

湘
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を は ぐよ う に手 ぎわ よ く」 彼 女 は ス カ ー トと ペチ コ ー トと靴

か らひ っぱ り出 され た の だ っ た。 そ の あ とで 衣 服 は簡 単 に わ

だ ちか らはず され ， ラケ ル は 自分 の幌 馬 車 に隠 れ て 衣 服 の し

わを のば し， そ して再 び そ れ を身 に つ け た。 再 び 歩 き始 め た

が ， 今 度 は， 幌 馬 車 か ら用 心 深 く距 離 を お いて 歩 いた 。 毎 日

い ろ い ろ な場 所 に 行 った が， 家 族 の者 達 は特 に夜 の 集 りを 楽

しん だ。 そ の 時 ま で は ， す べ て の屋 外 作 業 を して いた 人 た ち

つ ま り， 斥 候 ，輸 送， 架橋 ， 道 路 干 し草 作 業 な どを して い

た全 員 が 作 業 を 終 え，休 息 を と るた め に キ ャン プ に集 合 す る

ことが で き た。 キ ャ ンテ ・フ ァイ ア ー の煙 が ， 夕 焼 け の バ ラ

色 の雲 に向 って， 影法 師 の よ うに立 ち の ぼ る時 ， 牛 の 首 に つ

け られ た 鈴 の 音 が ，疲 れ た作 業 員 達 の到 着 を 告 げ る の だ っ

た。 多 くの 母 や妻 達 が ，彼 らを迎 え るた め に 出て 行 った 。 そ

の あ とで ， 子供 達 も彼 らの膝 に抱 か れ た り， そば に座 った り

して ， そ の 日の 出 来 事 を語 り合 っ た ものだ っ た。

「しか し
， 神 の 助 け と恵 み を求 め る祈 りに よ って 一 日が 始

ま る と同 じよ うに ，神 へ の 祈 りに よ っ て一 日 は終 る の だ っ

た。 この 祈 りを せ ず に， 休 息 の眠 りにつ こ う とす る モル モ ン

は， た だ の一 人 もい な か っ た と思 う。 一 番 星 の 輝 き と共 に，

笑 い声 と大 きな話 し声 は静 ま り， 隣 人 は 帰 途 に つ き，一 日の

最 後 の讃 美歌 が 聞 え， そ して丘 を 流 れ る水 の さ ら さ ら とい う

音 の よ うに， 何 千 とい う祈 りの 声 が 聞 え て 来 るの で あ っ た」

と トーマ ス Ｌ． ケ ー ンは記 して い る。

目的地 につ い た時 に， 姉 妹 達 は ， ま だ 自分 に は この大 塩 湖

の原 野 の 中 に 「家 を建 て る」 とい う克 服 す べ き大 事 業 が あ る

こ とを知 っ た。 １８４７年 １０月 ６日に ロ ッキ ー 山脈 の谷 に到 着 し

た Ｍ 。 イザ ベ ラ ・ホ ー ンは ， 自分達 が遭 遇 した苦 難 に つい

て， 次 の よ うに語 って い る。

「ホ ー ン兄 弟 は私 達 夫 婦 と子供 四 人 ， そ れ に， 私 達 と一 緒

に来 た ロバ ー ト兄 弟 姉 妹 の た め に， 小 さな二 つ の部 屋 の あ る

丸 太 の家 を作 っ た。 私 達 が そ の 家 に 引越 した時 に は， ドア も

窓 も床 さえ もなか っ た」

彼 女 は， 来 る時 に椅 子 だ け しか 持 って来 な か っ た ので ， ど

うや っ て家 具 を作 った か を 話 して くれ た。 丸 太 に穴 を開 けて

そ の 中 に棒 を水 平 に さ しこみ ， そ の端 を床 に立 っ て い る柱 で

支 え，ロ ー プか 生 皮 を そ の棒 に十 文 字 に渡 して ベ ッ ドを 作 り，

押 入 れ は， 丸 太 の 壁 に もっ と綱 い棒 を 二本 さ し こん で， その

一 番 上 に荷 造 り用 の 箱 を の せ て作 った
。ほ こ りを 防 ぐた め に，

前 に キ ャ ラコ の カ ー テ ンを か け た 。材 木 が 見 つ か る まで ， 足

台 が椅 子 と して使 わ れ ， 箱 は テ ーブ ル と して利 用 され た。

１８４８年 ３月 に， １０日 も続 いた ひ どい 嵐 の た め に芝 土 を しい

て作 られ た屋 根 は， び し ょび し ょに な り， 雨 も り が し て 来

た。 ホ ー ン兄 弟 は， 水 を 外 に流 す た め に幌 馬車 の カ バ ー を屋

根 とベ ッ ドの足 の 上 に鋲 で とめ た の で ，彼 らは眠 る ことが で

き た のだ っ た。 箱 の テ ーブ ル の上 に は 油布 を広 げ た。 料 理 や

家 事 をす る時 には， 外 套 を きた りか さを さ した。 雨 が や んだ

後 も， 家 の中 は 回 まら く雨 が もって い た 。

それからへびとねずみの襲来である。へびはすぐおどかし

て追い払 うか，殺 して しまったが，ねずみはそう簡単にはゆ

かなかった。ねずみは トランクやベ ッドやコー トの袖の中に

さえひそんでいた。深いバケツに水をはりその上に丸 く削っ

た木をかけたわなを考案 した。棒の中央は平 らで端の方に獣

脂を置いた。ねずみがその獣脂を取 ろうとかけ上 ると，木は

一回転 して，ねずみは水中に落ちた。

ヘイ ト姉妹が隣家に子猫をか したところ，ねずみの数は非

常に減少 した。

牛が働きつかれて弱って しまったために，牛の肉は大変や

せて固く，一日中ゆでていなければな らなかった。野菜は，

子供達が掘 って来るわずかのセゴゆりとアメリカぼうふうの

ほかには何 もなかった。セゴゆりは料理 したての時は大変お

いしいが，さめるとねばねば して くるとイザベラは語ってい

る。

レオノラ・テイラー姉妹は，この盆：地に移住 した人達の中

で，ただ一人ふるいを持 っていた。ある入に作 ってもらったわ’

くを持っていて，ふるい布を一枚一緒に持って来たのだった。

白いビスケットを作 りたいと思 う姉妹ば，だれで もそれを借

りた。

姉妹達はさらにいろいろな方法で，お互いに助け合 った。

イザベ ラは，スキム ・ミルクの中に赤鉛 と油煙から作 った黒

絵の具を入．れて， 自分の家に色をぬったとい う人の話を聞い

た。そこでイザベラは残 っているその 「ペンキ」を借 りてぼ

ろきれを使って ドアとわくをぬった。開拓者の母や妻達は，

私たちに手本を示 して，必要 とする道具を作 り出す才能を発

揮 した。木綿糸は魚網になった。粉まみれのラー ドが しみた

ぼろきれはよじって，家をて らす粗末なローソクになった。

灰は石けんになった。 トウナスとカボチャは， トウモロコシ

の茎の糖蜜を濃 くするのに使われた。

最初の一年は娯楽も少なく，忙 しい期間であった。．しか し

開拓者達は自由と幸福を感 じていた。なぜな ら，暴徒の恐れ

がなかったからである。彼 らは庭に草木を植えた。その草木

はよく成長 し，花を咲かせて，粗野な環境を明るい ものとし

た。最初の果実の木が根づいた。そして二年を経て，社交的

なダンスの集いやそのほかの活動の時間ができる程，仕事は

ゆっくりしたものとなった。

ノーブーからの旅は，長 く苦 しいものであった。 しか し，、、

今やその犠牲をはるかに越えた報酬が与えられたのである。

家庭はしっかりと築かれ，庭は冬にそなえてたくわえる産物

を豊かに実 らせた。愛する友人達を訪問する自由な時間 もあ

った。開拓者の女性達は再び，周囲にいる人達のために，家

庭の管理や生活を美 しく，幸福なものにするといった快い日

課に腰を落付かせた。その旅は，奉仕，信仰，愛，強さにお

いて姉妹達の成長を助けた。これらの特質は，地上に神の王

国を設立するために働 く開拓者の女性達をずっと助けたので

あった。 ・
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／教会の願いと求めに応えたいという気持を造 り出すもので

す。 ビーバー Ｊ．グラント大管長は，ＹＷＭ ＩＡに対 して

感動的な約束を与えておられます。
「あなたが，若い姉妹達に神への愛を，家庭への愛を，イ

エス ・キ リス トの福音に対する愛を，そ して天父なる神を喜

ばせるものは何かと求める気持を起こさせる時，あなたは能

力，強 さ，そして神への信仰において成長する」（「福音の標

準」英文Ｐ．１５１）

この約束は真に成就されたのであります。

教会の若い姉妹達が，ＹＷＭ ＩＡの活動を通 して，個人と

して恩恵を受けているばか りではな く， この偉大な組織の活

動によって，教会自身も計り知れない力を生 じているのであ

ります。

成人女性のために設立された扶助協会は，ＹＷＭ ＩＡの恩

恵を受けていることを，感謝の気持をもって認めています。

人生の自然な過程に従って，若い時代から成熟 した年代へと

自分の興味 と活動が移行する時，女性は自分の移 りゆく関心

と必要を満たしてくれる道を自然に求めるようになります。

ＹＷＭ ＩＡによって訓練された多 くの姉妹達が，意志 と献身

をもって扶助協会の計画 に移って行 くのは当然のことです。

彼女達は，堅実な人格と，みがかれた才能 と，熟練 した指導

力と，教会に対する献身をもって扶助協会にやってきます。

お け る女 性の地 位
扶助協会中央管理会長

ベ ル Ｓ．スパ ッフ ォー ド

１

ＹＷＭ ＩＡ創立百年祭 という感謝すべ き時にあたり，今 日

この組織の運命をになっている人々は，神聖な霊感を通 して

のみ，若い女性のためのこの組織を設立することができたの

だという確固たる信念を持って，過去をふ り返って見なけれ

ばなりません。

そうすれば，過去か ら現在にいたるまで，この組織をつか

さどってきた，偉大な女性の指導者達に対する深い感謝の念

を覚 えずにはいられないでしょう。そしてまた，この組織の

ためにいつ も指示を与えてくれ る霊感された神権の働きを感

謝の心をもって承認 し，またこの組織が果たした業績 に対 し

ての喜びと満足で，心が燃えるのを感 じることで しょう。

過去一世紀を通 して，ＹＷＭ ＩＡは何十万 という若い女性

達の生活に影響を与えて，彼女達の前に教会の理念をかかげ

思考を正 し，，模範的な行動を≒らせ，彼女達が自分の行為に

責任を もつように訓練 してきました。ＹＷＭ ＩＡは彼女達の

人格を発展きせ，才能を伸ば し，良い指導のもとに訓練する機

会を与えております。ＹＷＭ ＩＡはまた，多 くのさ’まざまな

社交的な経験を与えています。 自分の才能に適 した活動が行

なわれていないからといって，外側か ら眺めている必要はな

いのです。ＹＷ藍 ＩＡは１教会幹部によって明確にされてい

るように，教会の若い姉妹達が思いと行ないにおいて完成 き

れるように力強い影響を与え，そして福音に対する強い証が

得 られるように，彼女達を助ける組織なのです。その証は／

それ らは，神権と対 になる組織 として割 り当てられた責任を

果たすのに大きな力となります。

末日聖徒の姉妹達にに，教会の仕事において重大な役割が

あります。姉妹達はその天性に従って全力を傾け，神権の権

威に従っでこの地上に神の国を建設することを求められてい

るのです。

モルモンの姉妹達は，活発に教会活動に参加 しています。

人を改宗させる宣教師として奉仕 します。息子，娘達にも同

じように行動するよう霊感を与えます。例をあげればきりが

ありませんが，たとえば，経済的に必要な援助を し，教会の

補助組織の中で奉仕 します。教会の名において，莫大な時間

を奉仕に捧げ，他の福祉計画で誠実に働きます。彼女は系図

の探求と，神殿 においてなされる死者のための様々な儀式に

自分を捧げているのであります。

ヒーバー Ｊ．グラント大管長は，女性に対する賞賛の言

葉を次のようにのべています。
「女性達のすば らしい働きがなければ，教会は発展 しなか

ったであろうと私は思う」（「福音の標準」英文Ｐ １５０）

教会の歴史の初めから，姉妹達は教会の仕事に発言権を与

えられて来ました。姉妹達は男性 と同 じように，すべての問

題に関 して教会員の支持を取 る時には，自分達の意見を表示

して来ました。このことに対する主のみこ屯 ろは，教会が組

織された三ケ月後の１８３Ｑ年 ６月に，ペンシルバニアのハーモ

１

４０６



１喝ｌｌ１圏’

，、も

、

蟻

｝
ｌｌｌｒ

擁

墾

轟

ニーで，予言者ジョセブ ・スミスとオリバー ・カウドリ・そ

して，ジョン・ホオットマーに与えられた啓示の中で明らか
‘
にされてあります。主は言われました。 「すべてのことは…

・各教会各々の全体一致によりてなされざるべか らず」

（教義と聖約 ２６：２）

この承認は，女性が参政権を持っていなかった１８３０年代に

おいては，まった く進歩的なものでありました。

予言者に近づけ，組織を作 るようにノーブーの姉妹達を導

いたのは，女性が教会のために働 きたいという願いだったの

です。彼女達は個人として熱心に奉仕 しました。．しか しこの

ようなや り方には，非常に大きな限界があることを感 じまし

た。エライザ Ｒ．スノーが，一つの組織に対す る姉妹達の

要望を予言者の前に説明した時に１予言者から次のような意

味深い言葉が彼女達に与えられて，彼女達は慰められたので

した。 「姉妹達の提案は主によって認められたと伝えて下 さ

い。神権を組織 し，その後で，神権のもとにその組織を作 り

ましょう」

教会の成長と発展に伴って，姉妹の貢献は，ノーブーの姉

妹達の何千倍に増えま した。末 日聖徒の姉妹達が，単独でい

る女性達のだれよりも多 くの祝福を今 日受けていることを老

える時，私達は今日の姉妹達の貢献が主によって受け入れ ら

れたのを感 じないで しょうか。 ’

教会の教義は，人類に対する神の救いの計画の中で，威厳

と尊敬 と責任のある地位を女性に与えております。福音には

神の王国への救いと昇栄は，男女をとわず，全世界の心の正

直な人間全てのためのものであり，主によって制定された律

法 と儀式に対す る個人の忠実さに基いて，祝福が与えられる

ということを教えられています。

神権が教会の男性に対 してのみ与えられているとは言え，

その恩恵と祝福は，家族の一員である妻や子供達にも分け与
’えられるのであります

。ジョン．Ａ．ウィッツオー長老は，

次のように語 ってお られます。
「神権の儀式において，男性と女性の差別はな く，神殿の

扉 は教会の信仰深い全会員のために開かれている。そしてそ

の中で行なわれる最 もすばらしい祝福は，男性と女性の両者

に共同で与えられることに注 目すべきである。

いずれ も単独では，その祝福を受けることはできない。キ

リス ト教会にお「いては，女性は男性め従属物ではなくて，同

等の権利を持わたパー トナーなのである」（扶助協会誌！９４３年

６， ７月号 英文 Ｐ．３７３）

ブルース Ｒ．マッコンキー長老は，教義 と聖約 １３１章 １
－ ４節に述べ られている教義について，次のような重要な声

明をされています。
「男性は単独で， この世においては全き喜びを，来世にお

いては永遠の生命を得ることはできない６すべての事柄が成

就する時，彼 と共に共同の相続人である女性が彼の傍にいな

りればな らない。昇栄 と永遠の繁栄は男性のもので南ると同

様 に女性のもあでもある」 （モルモンの教義 英文 Ｐ。８４４）

教会の偉大な教義の中にあって，家族のきずなが永遠であ

るという教義ほど，女性を高め，慰めを与えてくれるものは
ノ

多分ないと思われます。 Ｊ．ルーベン ・クラーク，Ｊｒ副管長

の言葉によれば，末日聖徒の家族には，家庭内において，達

成 しなければならない三つの大きな目的があるのですＱ

「第一に，家庭は家族の者に，永遠にわたって天の父母 と

住む，天の家庭に再び返 るような生活をもたらすものでなけ

ればな らない。

第二に，我々がかつて住み，再び返るべき天の家庭と同 じ

力と機会と威厳のある神聖な家庭を，来世において建設する

力を与えるために，家庭はその義務 と権利 と目的を遂行 しな

ければならない。

第三に，家族は，肉体の幕屋を受けてこの地上に生れるこ

とを待ち望んでいる心身共に健全な霊達を受け入れる準備を

して生活 しなければならない。なぜならば，この地上に来る

霊達は選ばれた霊達であ り，彼 らはその生活によって，第一一

の位を受けた霊達である。

さらにジ この地上で大きな価値 と約束 と機会を持ρている

正 しい家庭に，第二の位を受けてやって来る霊達 な の で あ

る。

そ してこれらの家族は，正義の最も厳 しい要求に答えうる

環境をもつ自分の家庭に， この霊を招 く用意を しなければな

らない。」（扶助協会誌，１９４０年１２月号，Ｐ．８０８）

私達が末 日聖徒の家族について熟考する時，その組織の秩

序正 しさに感動するのであります。グラン ト大管長は私達に

次のように語っておられます。 、
「主の宮において，今も永運にも生活を共にするその初め

の時に与えられる祝福 と約束は，他の方法では決 して得 られ

ないものであり，．これから一緒に生活を始める末日聖徒の価

値ある男女は，永遠の契約のもとに永遠の協力を見出し，現

世でも来世でも，平和と幸福 と徳行と愛 と，そして人生の永

久不変の真理の上に，彼らの生活の土台を築 くの で あ る。」

（エラ誌，１９３６年 ４月，Ｐ．１９９）

男性は，神のみ心によって，頭であり，管理者であり，家

族の大黒柱なのであります。女性は彼の伴侶であり，協力者

であり，子供を生み，養育する人なのです。この役割の中に

女性は自分の神聖な使命を見出すばか りでなく，最 も偉大な

人生を見出すのです。

神によって制定された・家族の構成・維持・保護の分業ほ

両親の重要性を他のものより低めることはなく，各々の役割

を尊重する時に，家族の繁栄の基礎は確固たるものとなるの

です。

神の御意志によって明確にされた教会における女性の地位

は，時に応 じて変ることがなく，永久不変なものですみ昨日

も今日も同 じであり，明日もまた同じなのです。女性が神の

み心の通 りに自分の立場と目的を理解する時に，非常に豊か

な，すばらしい人生が約束され，偉大な永遠の報酬が与えら

れるのです。

ζの知識を持つ教会の女性達は，今世界の女性運の譜にも

まして豊かな禍福を受けているのです。
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ジ ョ ン Ｈ．バ ン デ ン バ ー グ

、

若者の人格を示す名前がえらばれました。

聖典の中で主は，信仰深い人々の名前を変えて，彼 らに偉大

な働きをなすようチャレンジを与えておられます。たとえば，

アブラムをアブラハム （多 くの国民の父）に，ヤゴブが後に

イスラエル （神の王子）にかえられたのが，その例です。

自分の名前を誇りとするために，偉業をなし遂げて，世の
．人々の賞賛を浴びる必要はありません

。１む しろ，模範によっ

て他の人々によい影響を与える生活をす ることです。最後に

なってあなたの名前に名誉をもたらす ものは，ちょっと見た

ところではさして重要には思えないものです。イエス ・キリ

ス トの生涯は，当時の世間ずれ した知識人には顧 りみられ も

しない行為に満 ちたものでした。デビド ０．マッケィ大管

人 の 名 前 が 意 味 す る も の

昂難 憲鞭 騨 に鵬 ‘あ嵐 次の
「息子よ，お前は家を離れた ら，一人立ちしなければならな

いことを知 るだろう。また，何事 も自分で決めなければなら

なくなるだろう。いいかい，お前は，私の名前をになって行

くことになるんだよ。私は人生において，いつ も名前を汚さ

ないようまた名前に恥 じないようにふるまおうと努力してき

た。私は，お前にも同様のことを期待 しているよ。」

聖典には，古代において もう一人の賢い父親が与えた，同

じような忠告が記録 されています。ニーファイ人の偉大な大

判事の一人であったヒラマンは，二人の息子に，先祖の リー

ハイとニーファイにちなんで，名前を付けました。この二入

の息子が，伝道に献身 しようとした時に 「父ヒラマンが， 自

分 らに話 した言葉を思い出したが，父は二人に， ｒ私の子ら

よ。私 はお前たちが忘れずに神の命令を守 りこれを民に伝え

ることを望む。私はエルサレムの地か らきた先祖の名をお前

らに与えた。このわけはお前 らが 自分の名前を思うたびに先 ‘

祖のことも思わせ先祖を思 うたびに先祖の行ないもまた思わ

せ，先祖の行ないを思うたびにその行ないの善かったことが

言伝えにも記録にものこっているのを知 らせるためである。

それであるか ら，わが子 らよ。私はお前たちに，先祖につい

て言い伝えられ書き伝えられたと同じことが，お前たちにつ

いても言い伝えられ書き伝えられるように善い事をして もら

いたい」」。 （ヒラマン ５ ：５～ ７）

すべての若い男女は，誇 りにすべき名前を持 っています。

私たちの名前は，人々の前に私たち自身を表ｉわしています。

それは，私たちが，どんな人間であるかを意味するようにな

ります。清楚で，健全で，正 しくあることを，人々に表わす

ことが私たちの務めです。

歴史を通 じて，名前は常に特別の意味噛持 ってきま した。

ローマ帝国時代の初期には，若者は，成年の礼服，つまり一

人前の男としての服飾を身に付けるまでは，’名前は与えられ

ませんで した。 これ らの名前には，特別の意味があり’，その

長 は， 言 われ ま した。 「一 般 に人 間 が 賞賛 を浴 び る世 界 に あ

って， イ エ ス 」キ リス トを成 功 者 と見 る歴 史 家 を ， ど こで 見

い 出 す こ とが で き よ うか 」。 （「幸 福 な 人生 の 秘訣 」 英 文 Ｐ．

９９）

私たちに立派な名前を与えて くれた人４を敬 うというよう

に，小さな好意を行動に現わすことによって，私たちの名前

に誉れをもたらす ことができます。ある人々は，時々両親を

敬 う機会を見すごしています。若い人々の中に，友人や仲間

には快活であるのに，家庭では気ま ぐれで幼稚な振舞をし，

両親に尊敬の念を もたない人がいます。家庭の中で，明かる

く快活であり，両親や，家族を敬う時，それは私たちが人間

として成長 したしるしです。家庭の中で明かるく親切な行動

をすることによって，私たちの人生と最 も深い結びつきを持

った人々，つまり両親や家族の間で，私たちは自分の名前に

誉れをもた らすことができます。

私たちは，汚れたものから名前を守らなければなりません。

けが らわ しい話や，不作法，高慢，不健全な行為で，名前を

汚すべきではありません。私たちの名前は，私たちがどんな

人間かを表わすレッテルになります。ちょうど，ユダ，イゼ

ベル，ヒットラーという名前が悪魔の別名であり，イエス，

モーセ， リンカーンという名前が正義と偉大さに結びついて

いるように，私たちの名前 も，私たちが どのような人間かを

表わすようになります。名前は，単にその人が誰かを証明す

るだけではなく，どんな人間かを も表わ しているのです。私

たちの名前がどんな意味を持っているかということは，私た

ちにとって非常に大切なことです。
「先祖について言い伝えられ，書 き伝えられたと同じこと

が，お前たちについて も言い伝えられ，書 き伝え られるよう

に善い事をしてもらいたい」つまり 「その行 ないの善かった

こと」とヒラマンが，その息子たちに話 したように行なうこ

とによって，私たちは， 自分の名前を誇ることができるので

す。

「

「
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レ ッス ン の 準 備

第 ２部

レ ッ ク ス Ｄ． パ イ ンガ ー

多 くの有 能 な教 師 は， そ の 成 功 を 系統 的 な準 備 に よ る もの

で あ る と して い ます 。 「レ ッス ンの準 備 」 第 １部 で は， レ ッ

ス ンを準 備 す る時 の手 引 きを提 案 しま した。 次 の チ ェ ック ・

リス トを 見 る と， その 手 引 きに 一致 して い る こ とが わ か る と

思 い ます 。

実 際 に準 備 す る時 に ， チ ェ ッ ク ・リス トを 参 照 す る と便 利

です 。 日曜 学 校 の レ ッス ンを準 備 す る箇 所 で は， チ ェ ック リ

ス トを は っ き り と心 に 留 め て下 さい。 レ ッス ン の資 料 を読 む

前 に， そ の計 画 に 備 え るた め に， 早 くチ ェ ック ・リス トを読

んで 下 さい 。 り畝 トの項 目 を新 た に心 に銘 記 す る こ と に よ

．冊 曜 ’… １校 ’／

り， よ りよ い準 備 が で き， す ば ら しい レ ソス ン を準 備 す るの

に必 要 な時 間 を か な り短 縮 す る こ とで し ょ う。

レ ッス ンの後 す ぐに， ま た チ ェ ッ ク ・リス トを参 照 して 下

さ い。 これ は， 記 憶 の新 た な うち に， レ ッス ン の評 価 を す る

助 けに な ります。 この よ うな 自己評 価 は， 教 え方 を 改 善 す る

た めの す ば ら しい刺 激 とな ります 。

レ ッス ン計 画 の チ ェ ッ ク ・リス ト

レ ッス ンの 前 に

準 備 の と き と， レ ッス ンを 行 な う少 し

前 に， 次 の質 問 に答 えて 下 さい ：

１． 生 徒 が レ ッス ンか ら得 な け れ ば な

らな い主 題 （福 音 の原 則 ） を 書 き出 した

で あ ろ うか σ

２。 は っ き りと して ， 理解 しや す い レ

ッス ン の 目的 を 書 き出 した で あ ろ うか。

３． 次 の こと を準 備 したで あ ろ うか α

ａ． レ ッス ンを 教 え るた め に 自分 自

身 を霊 的 に

ｂ， この レ ッス ンに ふ さ わ しい教 材

を

４． 生 徒 に必 要 な こ とを考 え た で あ ろ

うか 。

ａ． グ ル ー プ と して

ｂ． 個 人的 に

５． レ ッス ンで教 え る福 音 の原 則 と，

今 日 ク ラス に出席 す る生 徒 の生 活 との関

連 を， 説 明 す るよ うに準 備 したで あ ろ う

か 。

６． レ ッス ンで教 え る福 音 の原 則 を ，

生 徒 が話 し合 うよ うに準 備 したで あ ろ う

か。

ａ．生 徒 の 間 で

ｂ． 自分 と共 に

７． レ ッス ンで教 え る福 音 の原 則 を ，

生 徒 が応 用 す る よ う に準 備 したで あ ろ う

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

は い い い え

は い い い え

はい いいえ

蒼まし、 し、し、ス＿

は い い い え
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か。

ａ． レ ッス ン中 に は い

ｂ．ｒレ ッス ンの後 で は い

８． 計 画 に宿 題 が 入 っ て い たで あ ろ う

か 。 は い

白． レ ッス ンを効 果 的 に教 え る の に必

要 な教 材 を す べ て整 え て い た で あ ろ うか は い

い い 兄

い い え

い い え

いいえ

、

昏

レ ッス ン の後 １と ゼ

レ ッス ンに対 して よい 評価 を得 るた め

に ， 自 ら尋 ね て下 さ い ： は い

１． レ ッス ンを評 価 す る た め に， チ ェ

ック ・リス トを 使 っ たで あ ろ うか 。 は い

２． ク ラス を訪 問 した役 員 と と もに，

自分 の レ ッス ンを評 価 した で あ ろ うか 。 はい

いいえ

いいえ

い い え

「

今 月 の 前 奏 曲

ＲｏｂｅｒｔＣｕｎｄｉｃｋ
急

１．
」 １ 」 １ 」

（

｝
心

⊥ ！
１

」

９ 月 サ ク ラ メ ン ト ・ジ ェ ム
１

大 人 日 曜 学 校

人 は パ ンだ け で生 き る もので は な く， 神 の 口か ら出 る

一 つ 一 つ の言 で生 き る もので あ る
。

（マ タイ ４ ：４）

子 供 日 曜 学 校

善 はみ な神 か ら出 る。

（ア ル マ ５ １‘４０）．
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へ行 こ う

とは，少 し大人になった若者達が全員で霊的経：Ｍ：Ｉ Ａ

験や レクリエーションをする場所である。前回

の総大会において発表された統計によると，男女それぞれ３０

万人以上め若人がこのＭ ＩＡの会員となっている。

ＹＷＭ ＩＡ創立 １００年を記念す るため，次に述べるような

決議がなされた。 もちろんこの決議は，Ｍ ＩＡが世界中の若

人と同様に自分に及ぼす多大な影響をよく知っている人々に

より承認された。この決定は女性だけに適用されるものであ

るが，基本原則は男性にも適用される。

第３９回ユタ州議会は，ＹＷＭ ＩＡが過去 １００年間そして現

在若人に与えている建設的で価値ある貢献を称えた。以下に

その決議文をあげる。

「１００年前，すなわち１８６９年１１月２８日，ユタテリトリー（準

州）知事であったブリガム・ヤングは，ライオンハウスの応接

間に年長の娘達を集め，後にＹＷＭ ＩＡ （若い女性の相互発

達協会）として知 られるようになったリトレンチメン ト （質

素倹約を重んじる）協会を組織させた。また同様に，悪いこ

と，価値のないことを節減 し，良いこと，美 しい ことを行な

うようにとの訓告を与えた。

そして， １００年間この理想を追求 してきたこの協会は，現

在ではユタ州の全地方，合衆国の全州，また多 くの国々で組

織されてける。 ら

次にのべる昨年の統計に示されるように，ユタ州に住む多

くの家族は，娘達が健全ですば らしい活動に参加することに

より，強められて来た。また現在も強め られているし，これ

か らも強められるであろう。

Ｍ ＩＡ主催ダンス ・パーティー数 ６，０００

Ｍ ＩＡ主催演説祭，討論，読書により，自己をより明確に

表現 した女性の数 ２２，０００

ユタ州で開かれたＹＷＭ ＩＡキャンプに参加し自然の価値
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第二回

ユ 一 開 会 式一

１

ス
●

コ

ン

選 手 宣 誓

フ

ア

ン

ス

一 ガ ー デ ン ・パ ー テ ィー 一一

各 支 部 味 の コ ン テ ス ト

一 演
劇 一 一

Ｍ ＩＡ を愛 す るエ ネル ギ ッシュな兄 弟姉 妹

の約一 年 間 の準 備 の も とで，八 月十 四 日東 京

体育 館 にお き開会宣 言 とと もに ユー ス ・コ ン

フ ァレンスの幕 が 開かれ ま した。総 勢 ５００名

のはつ らつ と した兄 弟姉 妹 は 「友情 」 の テー

マ の下 に団結 し胸 を は り， 足 ど り軽 く行進 す

る顔 に これ か ら未来 のモル モル を背 お う姿 が

写 しだ され ま した。 ガーデ ン ・パ ー ティ ーで

各支 部 の味 を楽 しみなが らタ レ ン トシ ョウに

目をみ は りま した。 コー ラス ・ス ピーチ コン

テ ス ト場 内は高 ま り聖劇 に よ り信仰 の尊 さを

学 び ま した。三 日目 ６００名 の参加者 で会 場が

せ ま く感 ず るほ どの盛大 な ダ ンス ・パ ー ティ

ーの後， 各部 門で の表彰 が行 われ ま した。 最

後 の七時 間 の証 詞会 は涙 を流す兄 弟姉 妹 の

証 ， また ビル ス伝 道部長 の感 動的 な話 に よ り

私達 皆福 音 のす ば ら しさ， ユ ース ・コンフ ァ

レンスの持 つ意味 を理解 し幕 を とじま した。

兄 弟姉 妹達 は出 口に立つ ビル ス伝 道部 長夫

妻 と一人 一人握 手 を し家 庭 の待つ，兄 弟 姉妹

の待つ支 部へ 感激 を胸 にか え って い き ま し

た。

また この大 会 には 日本 沖縄 伝道部 の神 崎良

太 郎副伝 道部 長が訪 門 され た ことを心か ら感

謝 します。

　

日

本

伝

道

部） 「王 妃 エ ス テ ル の 願 い」 の 一 場 面

一 コー ラス ・コ ンテ ス トー

群 馬 ．支 部 の 熱 演
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バ レーボ ー ル

証

熱戦 を くりひろげ るバ レーボール

ム
耳

歓声をあげて応援する兄弟姉妹

記 念 す べ き 証 会

いつまでも たえることなく

友達でいよう

あすの日を夢みて

希望の道を

空をとぶ鳥のように

自由に生 きる

今日の日はさようなら

またあう日まで

信 じあう喜びを 大切にしよう

今日の日はさようなら

またあう日まで またあう日まで

と共 に口ずさみながら

わかれをつげた

兄 弟姉妹一 人一人 と握手す る ビル ス伝道部長夫妻
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“幸 福
を 探 し 求 め で

☆ 撮 影 終 っ た ‘‘幸 福 を探 し求 め て，，

万 国博覧 会，モルモン館て上映 され る映画 ‘‘幸福を探 し求 めて”か

今 まて製作 されて いたか ８月 ６日にで き上 りま した。

英 語版のおな じみのものを日本語 にふ き変え るのではな く， 日本 の

映画 として 日本人 の俳優 を使 って製作 された ものて，近畿地方部 の

兄弟姉妹が特 別出演 し，楽 しい素晴 しい作品がて き上 りま した。 幸

福を求めて来 られる人 々に必ずや心を うつ ものがあ ると期待 されて

います、兄 弟姉 妹達 ，てき上 りを楽 しみ にお待 ち下 さい。

＜上の写真 はその一カ ノト，左 はスタ ノブて中央は ウエ タカ総監督

右 はシ ョンソン美術監督 ，左 はスタム撮影監督〉

☆ ユ ー ス ・ コ ン フ ァ レ ン ス 開 か る

日本 沖 縮 伝 道 部 の 楽 しい ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ンス が神 戸 ，六 甲 山

中腹 の カ ナデ ィア ン ・ア カテ ミー で ８月 ７日か ら ３泊 ４ 日間 の 日程

で開催 され，遠 く沖縄 か らも若 さあふれ る兄弟姉妹が多 数 参 加 さ

れ，若人 の祭典 の幕か切 って落 され ました。記事は来月号 に総特集

として掲載 します。 ご期 待下 さい。

日本沖縄伝道部のページ
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☆ 盛 大 だ った ジュー ン・コ ンフ ァ レン ス

早 瀬 久 実 子 姉 妹

今年の は じめに岡崎伝道部長が，今 年はＹＷＭ ＩＡの百年祭だか

ら，ジュー ン ・コ ンフ ァレンス （６月大会） に 日本沖 縄伝道部か ら

何 か記念 のプ レゼ ン トを しまし ょうとい う提案があ って以来，何度

か岡崎 姉妹を通 して 中央管理会 と通信す るうちに ジャコブセ ン会長

．か らこの贈 り物を ジュー ン ・コ ンフ ァレンスの特別プ ログラムに し

たい とい うお手紙 をいただきま した。

それか ら皆様 も一針つ つ手伝 って下 さいま したよ うに長い間かか

ってあの刺繍を完成 しま したね。 中央 管理 会の皆 さん ，す ご く楽 し

み に して お られた ようで ソー トレー クについてす ぐ，Ｍ ＩＡ事務局

を訪問 します と，玄関の扉の所か らもう歓迎 ぜめで，会 う人 ごとに

日本人の私 をみて 「あなたは エデ ィー とチ エコ（岡崎伝道部長夫妻）

の ところか ら来た早瀬姉妹で はありませんか」 とい ってかけよ って

来 てキ ッスの雨 を受 けま した。 また ジ ャコブセ ン姉妹は 目を うるま

せ て 「あなたの来 るのを待 って いま した』 とい って下 さいま した。

彼女 は とて もエ レガ ン トで親切 な方で ，私が色 々な プログ ラムに出

る時， さび しか った りこまった りしないよ うに色 々な人 に頼んでい

て下 さいま した。彼女 に会えた ことは大 きな喜びです。また ここで

日本で受け取 りそ こねた ゴー ルデ ング リー ナー賞を ジャコブセ ン姉

妹か ら直 々にいただき，またまた感 激で した。

３日後の特別プ ログラムで私達 の刺繍 の額 の贈呈が あ りました。

広い広い タバナ クル食堂で 日本 か ら持 って行 った着物 を着て，前 を

む くと目が くら くらす るよ うなた くさんの人 々が ，後 にはＹＷ タバ

ナクル聖歌隊， もう本当 に足はガ ヨガ タ胸 は ドキ ドキで した。．で も

無事 にジ ャ．コブセン姉妹 に渡す ことができま した。 そ して千人針 に

縫 い込 まれ た日本沖縄伝道部のみんなの本当の気持 を伝 えま した。

彼女 は大変 お喜 びにな って会場のみんなにお見せ にな り集 会が終 る

まで説教台 の前 に掲 げて下 さい ました。あ らためて皆様 の ご協力 １ζ

感謝 して います。

さて ジュー ン ・コ ンファレンスの模様 について ちょっとふれてみ

ま しょう。 全 ワー ド部 ・ステー キ部か らまた遠 くは イギ リスか らも

出席者があ り１ 想像できない くらいた くさんの人 々で した。プ ログ

ラムのスケールの大き さとレベルの高 さはさなが ら組織の持つ大 き

な力 とそれを支 える指導者 の方 々の働 きに，ただただ驚 くばか りで

した。例を とればダ ンス フェステ ィバルなど。六千人余の人 々が絵

の ように一度に踊 り，よ くもこれだけの人数 の人 々がこのようにま

も

とま った ものだ と思 わせ るよ うな素晴 しいもので した。 けれ どその

裏にあ った指導者 たちの働 きを老 えると胸が いっぱい に な り ま し

た。また ロー ドショーやキ ャンピングプ ログラムを勉強 して くるこ ．

とも私の課題 の一つで した。 今まで本 で しか見 なかった もの を自分

の 目で確かめま した。 ロー ドショーは 日本 で従来行 って いた ものと

全 く異 質の もので した し，思 っていたよ りも随分 手の こんだ長期 間

の準備 を要す るプログラムです。．アメ リカではＭ ＩＡ行事 の中では

最 も楽 しい大 きいプＦグ ラムとされています。 当伝道 部で も来 年か

らプ ログラムにと り入れ られてい ます。

また来年か ら実施す るはずの もう一つの プログラムがあ ります。

それはＹＷ キ ャンプです。私 はこれ に参加 して， この プログラムが

本当に少女達 に必要 なプ ログ ラムで あ り，証を育て る霊的な役 目と
．共

に看護術，天体 の勉強 ，地 図磁石 の勉強 ，自然 を利用 した工芸品

の勉強などを含む，素晴 しいプ ログ ラ本で ある ζとがわ か り ま し

た。私 はこの キャンプに参加 して是非 ， 日本 の少女達 にもこの よう

な機会をつ くってあげたい と強 く思いま した。

岡崎姉妹 と力を合せて，は じめ る予 定です。 ご期待下 さい。

私 はこの ジュー ン ・コンファ レンスに参加 して，Ｍ ＩＡが神様が

．私達 に備 えて下 さった プログラムであ り私達は これを誠 心誠意 で行

なわなけれ ばな らな いと強 く感 じま した。岡崎伝道部長がいつ もい

われますよ うに “日本人だか らこそで きます”ρ．日本 に も近 い将来

このよ うな 日が来 る ことを確信 してい ます。 早瀬久実子

☆ ‘‘千人 針” 花刺 繍 をあ りが と う

ジ ヤ コ ブ セ ン 姉 妹

、＋ ．響

ソー トレー クにあるＹＷ Ｍ ＩＡ中央管理会 の会長で あるジャコブ

セン姉妹か ら ‘‘千人 針”花刺繍 の贈 り物 に対 して伝道本部 にお礼の

手紙が届 きました。〈以下が内容〉

私達 にお送 り下 さった素適な ‘‘千人針 ”の贈 り物 は言葉で は言い

尽せ ない くらい，私達に とって大きな喜びです。 これはすべ て， 日

本沖縄伝道部 内の方 々の茉 しい心のあ らわれだ と感 じています。 ま

た私達 はお贈 り下 さった この美 しい贈物 と愛の気持 と支持 と感謝 の

気持 をいつまで も心 に留 めて いたい と思 っていま先 私達 は この ジ

ュー ン ・コンフ ァレンスに早瀬姉妹が いらっ しゃることを心待に し ・

ていま した。 また彼女 がい らっ しゃった ことは私達のすべてに とっ

て非常に感 激的な ことで した。

どうか伝道部内の皆 さまの上 にいつ まで も主の特別な祝福が あり

ます ように祈 ります。 フロー レンス Ｓし ジ ャコブセ ン姉妹

日本沖縄伝道部のページ
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